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　本書は，出雲市都市建設部まちづくり推進課の依頼を受けて，

2017（平成 29）年度に実施した出雲都市計画道路事業［医大前新町線（４

工区）］の予定地内に所在する高西遺跡の発掘調査成果を記録した報告

書です。

　高西遺跡は，出雲市塩冶町の神戸川の自然堤防上に位置します。今回

の発掘調査においては，弥生時代や古墳時代後期の溝などの遺構を発見

しました。

　また，弥生時代前期～近世の土器と，中世の稲の品種名や地名が書か

れた種子札が出土しました。この種子札は，出雲地域の農業史の研究に

おいて，重要な発見となりました。

　こうした調査成果が，地域の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心を

高め，歴史学習の助けとなれば幸いです。

　最後になりましたが，発掘調査と報告書作成にあたり，ご協力いただ

きました地元住民の皆様や，関係者の皆様に厚くお礼申しあげます。

　　2019（平成 31）年 3月

　　　　　　　　　　　　出雲市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　槇野　信幸　









例　言
１．本書は，出雲都市計画道路事業［医大前新町線（４工区）］に伴う高西遺跡の第２次の埋蔵文化

財調査報告書である。

２．試掘調査・発掘調査は，下記の期間において実施した。　

　　　試掘調査　　2017（平成 29）年３月 16日

　　　発掘調査　　2017（平成 29）年 10月 13日～ 2018（平成 30年）３月 12日

３．発掘調査を実施した地番は，次のとおりである。

　　島根県出雲市塩冶町 871番地３外

４．調査は下記の体制で実施した。　※カッコ内の数字は年度

　　調査主体　出雲市市民文化部

　　　　　　　　　　　　　　文化財課　課長　　　　　　佐藤隆夫（2016 ～ 2017）

　　　　　　市民文化部次長兼文化財課　同　　　　　　　木村　亨（2018）

　　　　　　　　　　　　　　文化財課　課長補佐　　　　宍道年弘（2016 ～ 2017）

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　課長補佐　　　　景山真二（2018）

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　係長　　　　　　原　俊二（2016 ～ 2018）

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　主任　　　　　　須賀照隆（2016，調査員）　

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　主任　　　　　　江角　健（2017 ～ 2018，調査員）

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　臨時職員　　　　川瀬　優（2017 ～ 2018，調査補助員）

　　　　　　　　　　　　　　　整理作業員　荒木恵理子，妹尾順子，中島和恵，前島浩子

５．調査・整理作業にあたっては，下記の方々及び機関からご指導・ご協力をいただいた（敬称略，

順不同，カッコ内は 2018 年度の所属）。

　　島根県教育庁文化財課，島根県教育庁埋蔵文化財調査センター，島根県立古代出雲歴史博物館，

勝部智明（島根県教育庁文化財課），人見麻生（島根県教育庁文化財課），澤田正明（島根県立古代出雲

歴史博物館），西尾克己（松江市史編集委員会）

６．発掘作業（安全管理，発掘作業員の雇用，機材等の借上）については，株式会社トーワエンジニアリ

ングに調査支援業務を委託した。

７．第 4章自然科学分析については，文化財調査コンサルタント株式会社へ委託した。

８．本書で用いた測地系は世界測地系第Ⅲ系であり，方位は座標北を示す。レベル高は海抜高を示す。

９．本書掲載の遺物実測図については，調査補助員の川瀬が作成した。

10．本書に掲載した写真は，江角が撮影した。

11．本書の編集は，江角が行った。執筆は，第４章を渡辺正巳（文化財調査コンサルタント株式会社），

第５章第１節を髙橋周（出雲弥生の森博物館専門研究員），その他を江角が担当した。

12．高西遺跡の出土遺物及び実測図，写真は出雲市文化財課で保管している。





13．本文中で使用した遺構の略号は次のとおりである。

　　　SK：土坑　SD：溝

　　　遺構番号については，高西遺跡の第 2次発掘調査であることから，200 番台をあて，溝には

201番から，土坑には 211番からの番号を割り当てた。

14．第 5章 1節の木簡釈文の数字は，木簡の長さ×幅×厚さを示す（単位は㎜）。また，右端の 3桁

の数字は，『木簡研究』（木簡学会編）の型式番号である。

15．本書を作成するにあたり，編年および過去の調査について下記の参考文献を利用した。

【編年参考文献】

弥生土器

　　松本岩雄・正岡睦夫編 1992『弥生土器の様式と編年　山陽・山陰編』木耳社

須恵器

　　岡田裕之他 2010「出雲地域における古代須恵器の編年」『出雲国の形成と国府成立の研究

　　－古代山陰地域の土器様相と領域性－』島根県古代文化センター

陶磁器

　　中世土器研究会編 1995『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社

瓦

　　花谷浩 2016「三井Ⅱ遺跡の瓦窯と瓦について」『杉沢遺跡・杉沢Ⅱ遺跡・杉沢横穴墓群』出雲

市教育委員会

【高西遺跡・神門寺付近遺跡・神門寺境内廃寺に関する既刊報告書】

出雲市教育委員会 2009『神門寺付近遺跡Ⅰ』出雲市の文化財報告９

出雲市教育委員会 2010『神門寺付近遺跡Ⅱ』出雲市の文化財報告 13

出雲市教育委員会 2013『神門寺付近遺跡Ⅲ・高西遺跡』出雲市の文化財報告 23

出雲市教育委員会 2016『杉沢遺跡・杉沢Ⅱ遺跡・杉沢横穴墓群』出雲市の文化財報告 31





第１章　調査に至る経緯と経過� 1

第２章　遺跡の位置と環境� ２

第３章　調査の成果� ７

第４章　自然科学分析� 35

第５章　まとめ� 43

目　次

第１節　調査の経緯� １
第２節　調査の経過� １

第１節　過去の調査 7

第２節　今回の調査概要� 8
第３節　基本層序� 8
第４節　遺構の詳細� 10
第５節　遺物の詳細� 15
　　　　遺物観察表� 30

第１節　高西遺跡発掘調査に係る花粉分析及び放射性炭素年代測定�35

第１節　地理環境� ２
第２節　歴史環境� ４

第１節　高西遺跡出土の文字資料について� 43
第２節　調査の成果� 47

13．本文中で使用した遺構の略号は次のとおりである。

　　　SK：土坑　SD：溝

　　　遺構番号については，高西遺跡の第 2次発掘調査であることから，200 番台をあて，溝には

201番から，土坑には 211番からの番号を割り当てた。

14．第 5章 1節の木簡釈文の数字は，木簡の長さ×幅×厚さを示す（単位は㎜）。また，右端の 3桁

の数字は，『木簡研究』（木簡学会編）の型式番号である。

15．本書を作成するにあたり，編年および過去の調査について下記の参考文献を利用した。

【編年参考文献】

弥生土器

　　松本岩雄・正岡睦夫編 1992『弥生土器の様式と編年　山陽・山陰編』木耳社

須恵器

　　岡田裕之他 2010「出雲地域における古代須恵器の編年」『出雲国の形成と国府成立の研究

　　－古代山陰地域の土器様相と領域性－』島根県古代文化センター

陶磁器

　　中世土器研究会編 1995『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社

瓦

　　花谷浩 2016「三井Ⅱ遺跡の瓦窯と瓦について」『杉沢遺跡・杉沢Ⅱ遺跡・杉沢横穴墓群』出雲

市教育委員会

【高西遺跡・神門寺付近遺跡・神門寺境内廃寺に関する既刊報告書】

出雲市教育委員会 2009『神門寺付近遺跡Ⅰ』出雲市の文化財報告９

出雲市教育委員会 2010『神門寺付近遺跡Ⅱ』出雲市の文化財報告 13

出雲市教育委員会 2013『神門寺付近遺跡Ⅲ・高西遺跡』出雲市の文化財報告 23

出雲市教育委員会 2016『杉沢遺跡・杉沢Ⅱ遺跡・杉沢横穴墓群』出雲市の文化財報告 31



挿図目次
第�１�図����高西遺跡の位置と周辺の遺跡� ２
第�２�図����調査地周辺の空中写真 ３
第�３�図����高西遺跡の位置 ４
第�４�図����調査地位置図� ７
第�５�図����調査地位置図� ８
第�６�図����基本層序� ８
第�７�図����調査区土層図� ９
第８図調査区平面図 10
第９図土坑 SK211 実測図 10
第 10図　溝 SD201 平面図 11
第 11図　溝 SD202･203 実測図 12
第 12図　溝 SD202 遺物出土状況図 13
第 13図　溝 SD203 遺物出土状況図 13
第 14図　溝 SD202 上面足跡平面図 14
第 15図　土坑 SK211 出土遺物 15
第 16図　溝 SD201 出土遺物 15
第 17図　溝 SD202 出土遺物（１） 16
第 18図　溝 SD202 出土遺物（２） 17
第 19図　溝 SD203 出土遺物 18
第 20図　２層出土遺物 19
第 21図　３層出土遺物（１） 19
第 22図　３層出土遺物（２） 20

第 23図　３層出土遺物（３） 22
第 24図　３層出土遺物（４） 23
第 25図　４層出土遺物（１） 25
第 26図　４層出土遺物（２） 26
第 27図　４層出土遺物（３） 27
第 28図　３・４層出土遺物（１） 28
第 29図　３・４層出土遺物（２） 29
第 30図　３・４層出土遺物（３） 29
第 31図　調査区平面図 35
第 32図　試料採取地点（№１～№３）断面図 35
第 33図　№４地点深掘りセクション模式断面図 36
第 34図　花粉ダイアグラム（№１地点） 37
第 35図　花粉ダイアグラム（№２地点） 37
第 36図　花粉ダイアグラム（№３地点） 37
第 37図　花粉ダイアグラム（№４地点） 38
第 38図　暦年較正結果 39
第 39図　暦年較正値の分布 39
第 40図　高西遺跡周辺地域のコンターマップ 41
第 41図　刻書須恵器 43
第 42図　木簡実測図 43
第 43図　遺構関係図 47

挿表目次

図版目次

第�１�表����調査の経過� １
第�２�表����微化石概査結果� 36

図版�１�����１�調査区全景
　　　������２�調査前状況
図版�２�����１�完掘状況
　　　������２�３区 c-c' 断面検出状況
　　　������３�２区 b-b' 断面検出状況
　　　������４�１区 a-a' 断面検出状況
　　　������５�土坑 SK211 検出状況
　　　������６�土坑 SK211 完掘状況
図版�３�����１�溝 SD201 検出状況
　　　������２�溝 SD201 完掘状況
　　　������３�溝 SD202 検出状況
　　　������４�溝 SD202 完掘状況
図版�４�����１�溝 SD202�２区足跡検出状況
　　　������２�溝 SD202�２区足跡完掘状況
　　　������３�溝 SD202 足跡完掘状況
　　　������４�溝 SD202�３区足跡調査状況

図版�５�����１�溝 SD203 検出状況
　　　������２�溝 SD203 完掘状況
　　　������３�溝 SD203�２区土器出土状況
　　　������４�2-3 区間深掘り調査状況
図版�６�����土坑 SK211 出土遺物，溝 SD201 出土遺物
図版�７�����溝 SD202 出土遺物
図版８溝 SD202 出土遺物，溝 SD203 出土遺物
図版�９�����２層出土遺物，３層出土遺物
図版 10����３層出土遺物
図版 11����３層出土遺物
図版 12����３層出土遺物
図版 13����４層出土遺物
図版 14����４層出土遺物
図版 15����４層出土遺物，３・４層出土遺物
図版 16３・４層出土遺物

第�３�表����花粉組成表 38
第�４�表����年代測定結果一覧表� 39



1

第１章　調査に至る経緯と経過

第１節　調査の経緯

　出雲都市計画道路医大前新町線は，出雲市塩冶町の島根大学医学部前と出雲市今市町を南北方向に

結ぶ新設道路である。今回の調査箇所は，高西遺跡の範囲内であることから，事前に範囲確認調査を

行った。範囲確認調査において，道路予定地内に遺構及び遺物を確認したことから，文化財保護法第

94条第１項に基づく通知が出雲市都市建設部まちづくり推進課から島根県教育委員会へ，2017（平

成 29）年 8月 28日に提出された。

　出雲市教育委員会は，2017（平成 29）年 9 月 11 日に，まちづくり推進課から，埋蔵文化財発掘

調査の実施依頼を受け，2017（平成 29）年 11月 9日から 2018（平成 30）年 3月 12日まで現地調

査を実施した。

第２節　調査の経過

　2017（平成 29）年３月に遺跡の有無を確認するために３箇所でトレンチ調査を行い，その内２箇

所で遺構・遺物を発見した（第 4図参照）。遺物包含層は事業予定地の南側に広がると想定し，県教委，

事業者と協議し，遺構が残存する可能性が高い南側に調査区を設定した。

　表土は重機で掘削し，運搬車で掘削土を一時置場へ運搬した。その後，ベルトコンベアを用い人力

で掘削を行った。

第１表　調査の経過
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　　　������４�2-3 区間深掘り調査状況
図版�６�����土坑 SK211 出土遺物，溝 SD201 出土遺物
図版�７�����溝 SD202 出土遺物
図版８溝 SD202 出土遺物，溝 SD203 出土遺物
図版�９�����２層出土遺物，３層出土遺物
図版 10����３層出土遺物
図版 11����３層出土遺物
図版 12����３層出土遺物
図版 13����４層出土遺物
図版 14����４層出土遺物
図版 15����４層出土遺物，３・４層出土遺物
図版 16３・４層出土遺物

第�３�表����花粉組成表 38
第�４�表����年代測定結果一覧表� 39
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海
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１．高西遺跡　２．出雲大社境内遺跡　３．鹿蔵山遺跡　４．原山遺跡　５．菱根遺跡　６．上長浜貝塚　７．鰐淵寺
８．西西郷廃寺　９．源代遺跡　10．国富中村古墳　11．上島古墳　12．大寺１号墳　13．青木遺跡　14．山持遺跡　15．矢野遺跡
16．小山遺跡　17．蔵小路西遺跡　18．姫原西遺跡　19．中野美保遺跡　20．中野清水遺跡　21．白枝本郷遺跡　22．白枝荒神遺跡
23．天神遺跡　24．海上遺跡　25．今市大念寺古墳　26．西谷墳墓群　27．長者原廃寺　28．菅沢古墓　29．上塩冶横穴墓群
30．角田遺跡・宮松遺跡　31．上塩冶築山古墳・築山遺跡　32．神門寺付近遺跡・神門寺境内廃寺　33．上塩冶地蔵山古墳
34．三田谷Ⅰ遺跡　35．光明寺３号墓　36．小坂古墳　37．古志本郷遺跡　38．下古志遺跡　39．放レ山古墳　40．妙蓮寺山古墳
41．宝塚古墳　42．知井宮多聞院遺跡　43．浅柄遺跡　44．神門横穴墓群　45．間谷東古墳　46．九景川遺跡　47．御崎谷遺跡
48．北光寺古墳　49．山地古墳　50．後谷遺跡　51．稲城遺跡　52．小野遺跡　53．杉沢遺跡　54．三井Ⅱ遺跡

第2図の範囲

第１節　地理環境

　高西遺跡は島根県出雲市塩冶町に所在し，『出雲国風土記』の神門郡条の新造院に想定される神門

寺境内廃寺の北に位置する。

　遺跡の所在する出雲市は島根県東部に位置し，北は島根半島，南は中国山地に囲まれ，東は宍道湖

に，西は日本海に面している。出雲平野は，中国山地に源を発し宍道湖に流れ込む斐
ひ

伊
い

川
かわ

と，日本海

第 1図　高西遺跡の位置と周辺の遺跡
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島根大学

半分遺跡半分遺跡

第2次調査個所第2次調査個所

神
戸
川

（１：20,000）０ 1km
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宮松遺跡宮松遺跡

③ 築山遺跡③ 築山遺跡

上塩冶築山古墳上塩冶築山古墳

寿昌寺西遺跡寿昌寺西遺跡
寿昌寺遺跡寿昌寺遺跡

池田遺跡池田遺跡

② 半分城跡② 半分城跡

半分古墳半分古墳

上塩冶横穴墓群上塩冶横穴墓群

下沢会館周辺遺跡下沢会館周辺遺跡

①向山城跡①向山城跡

下沢遺跡下沢遺跡

平家丸城跡平家丸城跡

海上遺跡海上遺跡

古志本郷遺跡古志本郷遺跡

下古志遺跡下古志遺跡

田畑遺跡田畑遺跡
思案橋北遺跡思案橋北遺跡

古志遺跡古志遺跡

善行寺遺跡善行寺遺跡

藤ケ森南遺跡藤ケ森南遺跡

藤ケ森南遺跡 藤ケ森南遺跡 

三田谷Ⅰ遺跡三田谷Ⅰ遺跡

壱丁田遺跡壱丁田遺跡

に注ぐ神
かん

戸
ど

川
がわ

の二大河川の沖積作用で形成された県内最大の平野である。

　出雲平野は，東西約 20㎞，南北約８㎞の範囲に及ぶが，現在の地形となるまでには大きな変遷を

経ている。約 6,000 年前の縄文海進時には，出雲平野にあたる部分には大きく海が入り込み，島根

半島と中国山地とは水域で隔てられていた。神戸川流域では，約 4,000 年前の三瓶山の火山活動に

よる火山噴出物が流れ込むようになり，出雲平野西部での平野形成が進む。斐伊川は，江戸時代の斐

伊川の流路の変化以降，下流域となった宍道湖西岸域では，上流域で盛んであった「たたら製鉄」に

伴う「かんな流し」により排出された大量の土砂が流入するようになる。これらの土砂の堆積により

平野が拡大し，現在の地形が形成された。

　高西遺跡は，出雲平野の中央部の神戸川東岸に形成される自然堤防上に位置する。

第２節　遺跡の歴史環境

　このたびの高西遺跡の調査では，弥生時代前期～古墳時代の水路跡を確認した。高西遺跡近隣での

発掘調査事例は乏しいが，周辺部では , 天神遺跡などの大規模な弥生集落跡や , 出雲国風土記に記載

のある朝山新造院と想定される神門寺境内廃寺などがある。

第３図　高西遺跡の位置　
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　以下，縄文時代から近代にかけての出雲平野の主要遺跡を概観する。

縄文時代　　出雲平野における遺跡の出現は，縄文時代早期で，大社湾岸に位置する上
かみ

長
ながはま

浜貝塚（６）

や，北山山麓に所在する菱
ひしね

根遺跡（５），山
ざん

持
もち

遺跡（14）が知られる。

　縄文海進時（前期頃）には，海面上昇の影響により，人々の生活の場は標高が高い丘陵部や縁辺部

に限られる。

　海退が進む後期から晩期になると，標高の低い場所でも人々の活動痕跡が確認できる。晩期の竪穴

建物内から打製石斧が多数見つかった後
うしろだに

谷遺跡（50）をはじめ，三
さんただに

田谷Ⅰ遺跡（34）など丘陵縁辺部

や谷の入り口付近に遺跡立地が拡大し，更に，矢
や

野
の

遺跡（15）等，平野部微高地にも集落が展開する

ようになる。

弥生時代　　弥生時代になると，斐伊川や神戸川の沖積作用により形成された平野部の微高地や丘陵

縁辺部で集落が営まれるようになる。

　前期の遺跡としては，縄文時代から継続して営まれてきた矢野遺跡や三田谷Ⅰ遺跡，後谷遺跡のほ

か，新たに形成された遺跡として古
こしほ ん ご う

志本郷遺跡（37）や青
あおき

木遺跡（13）などがある。　

　中期末頃，出雲平野西部では，周囲に環濠を巡らせた古志本郷遺跡や下
し も ご し

古志遺跡（38），天
てん

神
じん

遺跡（23）

のほか，姫
ひめばらにし

原西遺跡（18），白
しろえだこうじん

枝荒神遺跡（22）など，大規模集落遺跡を中心として多数の遺跡が確

認されている。

古墳時代　　前期の集落としては，弥生時代から継続する古志本郷遺跡や下古志遺跡，矢野遺跡，山

持遺跡などがあるが，弥生時代に平野西部で大規模に営まれていた遺跡が，古墳時代に入ると急激に

衰退する。

　前期末に築造された出雲平野最古の古墳は北山山麓の丘陵上に築かれた大
おお

寺
てら

１号墳（12，前方後円墳）

と神西湖東岸の丘陵に築かれた山
やまぢ

地古墳（49，円墳）である。

　中期後半から後期中頃にかけては，一辺 10ｍ前後の古墳が群集して造られる。

　後期には，前期で一度途絶えた遺跡でも土器が確認できるようになるなど，平野東部での集落遺跡

が増加する。この頃，平野西部の神戸川東岸には，今
いまいちだいねんじ

市大念寺古墳（25）や上
かみえんやつきやま

塩冶築山古墳（31），

上
かみえんやじぞうやま

塩冶地蔵山古墳（33）といった有力首長墳が築かれ，神戸川西岸には，首長墳に続く位置付けとし

て妙
みょうれんじやま

蓮寺山古墳（40）や放
はなれやま

レ山古墳（39）などが連続して築かれる。また，後期以降は，横穴墓が盛

んに造られた。上
かみえんや

塩冶横穴墓群（29）や神
かんど

門横穴墓群（44）など大規模な横穴墓群が確認されている。

奈良・平安時代　　『出雲国風土記』の記述から，この時代の出雲国の様子を知ることができる。そ

れによると，現在の出雲市域は，４つの郡（出雲郡，神門郡，楯
たてぬい

縫郡，秋
あき か

鹿郡）にまたがる。高西遺跡

は神門郡にあり，神門郡家推定地とされる古志本郷遺跡では，多数の大型建物が確認されている。ま

た，天神遺跡，三田谷Ⅰ遺跡や鹿
しか

蔵
くら

山
やま

遺跡（3），青木遺跡からは官衙施設関連の遺構や遺物が見つかっ

ている。このほか，古代寺院跡の神
かんどじけいだい

門寺境内廃寺（32），長
ちょうじゃばら

者原廃寺（27）では，瓦の出土や基壇等

が確認されている。

中世　　高西遺跡周辺は，鎌倉時代中ごろ以降，出雲平野での勢力を広げた塩冶氏の本拠とされる地

域であることから，城や館などの関連する遺跡が点在する。
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山
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遺跡（③）内，

土塁が今も残る浄音寺にある伝
でんえんやしやかた

塩冶氏館跡（④）などが想定されている。

　築山遺跡からは，発掘調査により 13～ 16世紀の陶磁器や館に関わる遺構が発見されている。

近世・近代　　斐伊川の東流は，出雲平野東部の平野の拡大を進めた。しかし，湿地帯が多く，大量

の土砂の流入は河川の氾濫を頻発させたため，堤防工事や川の付け替え（川違え）などの治水工事と

共に新田開発が進む。塩冶では，神戸川の築堤により農業用水が不足し一時は不毛の地となったが，

高瀬川や間府川などの開削によって，斐伊川からの用水供給により，豊かな土地となり現在に至る。
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第２節　今回の調査概要

　今回の調査対象範囲は，道路の新設工事部分

であり，その範囲は，東西 16 ｍ，南北 90 ｍ

を測る。事前の試掘調査により，遺物と遺構の

有無について重機掘削により調査した。試掘調

査は，3箇所行い南側の１箇所で包含層と遺構

を，中央部で遺物包含層を確認したが，北側で

は確認できなかった。　この結果をもとに東西

12 ｍ，南北 50 ｍを調査範囲とした。調査は

１～３区に分け実施した。

第３節　基本層序（第５～７図）

　高西遺跡 2次調査の調査区の基本層序は第

６図のア～エに示した。

　1層は表土で耕作土である。2層は土地改良

による客土と考えられ近現代のものであろう。

　3層は弥生土器から 19世紀の陶磁器まで混
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第５図　調査地位置図（1：1,000）

じる遺物包含層である。土質は均一ではなく，自然堆積ではないため，19世紀以降の造成土と考え

られる。

　４-1 ～ 4-4 層は８世紀前半までに自然堆積した層と考えられる。この層の上面は削平されたと考

えられる。第５層は，縄文時代晩期以前に堆積した地山（基盤層）である（第４章参照）。

　調査の最後に５層を重機により深掘りし，遺構・遺物がないことを確認した（第６・７図）。

　参考に第１次調査の土層図オも示す（第５・６図）。
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第８図　調査区平面図

第４節　遺構の詳細（第 8～ 14図　図版２～５）

　今回の調査において発見した遺構は，土坑１基と溝 3条である。溝は東西方向に１条，南北方向

に２条を検出した。

土坑 SK211（第 8・９図　図版 2）
　SK211は，２区の北東に位置する。基本層序４-1層上面で検出。断面形は鉢状である。上幅1.0ｍ，

① ②③
④ ⑤⑥

5.5m

東西

5.9m

①黒褐色粘質土　
②褐色粘土
③黒褐色粘質土
④赤褐色土　焼土が混じる
⑤褐色粘質土
⑥黒色粘質土　炭多く含む

20１：０ ㎝50

西

東

土器　15-1

第９図　土坑 SK211　実測図

深さ 0.3 ｍ。埋土の中段に赤色の焼土層④が混じる。

遺構の埋土①～③層から弥生中期の土器の甕破片が出

土した。

　遺構の時期は，基本層序４層の堆積後に掘り込まれ

ていることから，８世紀前半以降と考えられる。
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第 4節　遺構の詳細

溝 SD201（第 10・11図　図版３）
　幅２ｍ，深さ１ｍ，検出長 10ｍ。東西方向の溝。第３層上面から掘り込んでいることから，造ら

れた時期は 19世紀以降と考えられる。

溝 SD202（第 11・12・14図　図版３・４）
　幅 1.5 ｍ，深さ 0.2 ｍ，検出長 50ｍ。南北方向の溝 SD202 は，第 4層を掘り込む。西側は自然
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第 10図　溝 SD201　平面図

堤防で微高地であるためその縁辺部を廻るよう蛇行

している。2区・3区で足跡を多数検出した。足形

が分かるものの多くは，25㎝前後の大きさで，方

向は一定ではない。埋土は細砂である。

　溝の勾配は底面の高さが不均一であるため，流れ

る方向は不明である。幅は広いが浅く，法面の勾配

が緩いことから，溝上部は削平されていると考えら

れる。この削平は，調査区全体でみられ，第 4層

を削平した際に溝上部も削平されたと考えられる。

　溝の堆積土内からは，弥生土器や土師器が多く出

土するが，８世紀前半までに堆積したと推測できる

第４層を掘り込んでいるため，掘削時期はそれ以降

と考えることが妥当であろう。また，溝の上部が削

平されているため，埋没時期は不明であるが，足跡

は，第 4層の削平後と推定する。

溝 SD203（第 11・13図　図版５）
　幅 0.5 ｍ，深さ 0.2 ｍ，検出長 50 ｍ。南北方向

の溝 SD203 は，第 5層（基盤層）を掘り込む。壁

はほぼ垂直に掘削され，崩れがないことから短期間

の使用と考えられる。溝の勾配は底面の高さが不均

一であるため，流れる方向は不明である。

　堆積土内から弥生前期～弥生終末期の土器が出土

することから，この時期に機能していたと考えられ

る。炭素年代測定の結果では，弥生時代中期の年代

が得られている（第 4章参照）。
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第 14 図　溝 SD202 上面足跡　平面図
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第５節　遺物の詳細

土坑 SK211（第 15図　図版 6）
　１は弥生時代中期中葉の広口壺の

口縁部で，端部を欠く。口縁内面に

波状文と斜格子文が施される。外面

に縦ハケメ，内面に横ハケメがある。

溝 SD201（第 16図　図版 6）
　１は土師質の捏ね鉢の胴部片で，

時期は 14世紀であろう。２・３は高台が付

く須恵器の坏である。高台の付く位置から，

時期は 8世紀前半頃であろう。2の底部内面

が滑らかなことから硯として使われた可能性

が高い。４・５は古銭である。４は「元祐通

寶」（初鋳は 1086 年・北宋）である。５は無

文銭である。

　溝からは８世紀以降の遺物が出土する。

溝�SD202（第 17・18図　図版 7・8）
　第 17 図１～ 19 は弥生土器である。１～

４は弥生時代前期の甕の口縁部片である。１ 第 16図　溝 SD201　出土遺物

第 15図　土坑 SK211　出土遺物

の外面には縦ハケメ，内面には横ハケメがある。４は口縁端部外面に刻目が施される。５は弥生時代

前期の甕の底部である。外面に縦ハケメがある。

　６～ 11は弥生時代中期後半の広口壺である。６～８は口縁部片である。６は口縁端部が上下に拡

張され，そこに２条の凹線文と刻目が施される。７は口縁端部が下方に拡張し，そこに５条の凹線文

と刻目が施される。８は口縁下方に拡張し，そこに５条の凹線文と刻目が施される。内面に沈線と波

状文と対になる円形浮文が施される。９は小型の広口壺の口縁部片である。口縁端部が上下にわずか

に拡張し，そこに２条の凹線文が施される。10・11 は広口壺の頸部片である。10は頸部に６条以

上の貼付突帯があり，胴部と頸部の境に櫛による列点文が施される。11は頸部に７条以上の貼付突

帯がある。12は弥生時代中期の直口壺の口縁部片である。口縁端部は外側に肥厚し，水平に面をなす。

そこに１条の沈線，肥厚した角に刻目が施される。13・14 は弥生時代中期中葉の甕である。13は

口縁端片で，端部が上下に肥厚し，２条の凹線文が施される。14は胴部上半から屈曲部の破片である。

屈曲部に貼付突帯が巡り，そこに刻目がある。

　15～ 19は弥生時代後期後葉から終末期の土器である。15は複合口縁壺の口縁部から頸部にかけ

ての破片である。口縁部外面に平行線文があるが，磨滅が著しい。16は複合口縁の壺あるいは甕の

口縁部片である。17は小型の複合口縁甕の口縁部片である。16・17 ともに口縁部外面はなでられ

０ ㎝10３１：
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ている。18は小型複合口縁甕の胴部上半の破片で，外面に貝殻による羽状文が施される。19は複合

口縁壺の胴部上半の破片で，外面に竹管文が８個確認できる。

　20は弥生時代前期頃の粗製剥片石器である。刃部は丸い。石材は緑色凝灰岩である。

　第 18図１は古墳時代前期の複合口縁甕の口縁部片である。口縁端部に面をなし，口縁内外面とも

になでられている。２は古墳時代中期の甕の口縁部片で，退化した複合口縁をなす。口縁端部は面を

なし，そこに１条の沈線文がある。３は古墳時代後期の甕である。口縁部は短く開き，胴部は球形で，

底部は丸底をなす。胴部外面はハケメ，内面はヘラケズリが施される。４・５は古墳時代前期の鼓形

器台の受部片で口縁端部を欠く。６・７は古墳時代中期の高坏で，丹塗りされている。６は口縁部片

で，７は脚部片である。８は古墳時代前期の高坏脚部である。９は７世紀後半の須恵器坏蓋の口縁部

第 17図　溝 SD202　出土遺物（１）
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片である。10は器種不明の脚部である。

　溝 SD202 からは，弥生時代前期～７世紀後半の遺物が出土する。

溝 SD203（第 19図　図版 8）
　１～ 12は弥生土器である。１～４は弥生時代前期の土器である。１は壺の胴部上半の破片で，胴

部外面に重弧文が施される。２・３は甕の口縁部片である。口縁端部は面をなす。４は甕の底部である。

　５～８は弥生時代中期後半の土器である。５・８は甕の口縁部片である。５は口縁端部が上下に肥

厚し，２条の凹線文と刻目が施される。８は口縁が上方に拡張し，口縁端部に２条の凹線文が施され

る。６・７は広口壺の口縁部片である。６は口縁端部が上下に肥厚し，そこに２条の凹線文と刻目が

施される。赤彩がある。７は口縁端部が下方に拡張し，そこに２条の凹線文と刻目が施される。９～

13は弥生時代後期～終末期の複合口縁甕である。９は外面に平行線文が施される。10～ 12は口縁

部内外面ともになでられる。13は胴部上半の破片である。外面に貝殻羽状文が施される。

　14は弥生時代前期頃の石鍬である。使用により刃部が磨滅している。

　溝 SD203 からは，弥生時代前期～弥生時代終末期の遺物が出土する。

第 18図　溝 SD202　出土遺物（２）
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第 19 図　溝 SD203　出土遺物

２層出土遺物（第 20図　図版 9）
　１は７世紀末から８世紀前半の須恵器の蓋片である。ボタン状のつまみで，中央がわずかに突出す

る。２は 17世紀第 2四半期の肥前焼の皿で，内面に菊，外面に唐草文が描かれている。口縁は端反

りになる。３は種子札である。「大田所物」，「長嶋　九升」の墨書がある。頭部に切込みがあり，紐

の圧痕がある（第５章第１節参照）。

　この層からは，７世紀末から 17世紀前半までの遺物が出土した。他に未掲載の近現代の遺物も出

土した。

３層出土遺物（第 21～ 24図　図版 9～ 12）
　第 21図１～ 17は弥生土器である。１～３は弥生時代前期の甕である。１は口縁部から胴部上半

にかけての破片である。口縁下端に刻目があり，外面には縦ハケメがある。２・３は底部片である。
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第 20 図　２層出土遺物

２は底部から大きくくびれて立ち上がる。

　４～ 12は弥生時代中期の土器である。４・５は広口壺の口縁部片である。４は口縁端部が下方に

拡張し，そこに５条の凹線文と刻目がある。口縁部内面に波状文と沈線文が巡る。５は口縁端部が上

下に肥厚し，そこに２条の凹線文

がある。６は甕の口縁部片で，口

縁端部が上下に肥厚し，そこに１

条の凹線文が施される。７は頸部

片で，外面２条の沈線文があり，

調整は縦ハケメである。８は直口

壺の口縁部片である。口縁端部は

左右にわずかに肥厚する。胴部上

半の外面にハケメがある。９は甕

の口縁部片である。口縁端部は上

第 21図　３層出土遺物（１）
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第 22 図　３層出土遺物（２）

下に肥厚し，そこに２条の凹線文が施される。屈曲部には貼付突帯が巡り，そこに刻目がある。10・

11は甕の底部で，平底をなす。底には焼成前に円孔があけられる。12は高坏の坏部である。坏部と

脚部の境に凹線文がある。

　13～ 17は弥生時代後期後葉から終末期の土器である。13は小型の複合口縁甕の口縁部片である。

内外面ともなでられている。14は低脚坏の接合部である。15は高坏の接合部である。接合部内面に
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は軸痕がある。16は壺の胴部上半に付く弧状の取手の一部である。17は注口土器の注口部である。

　第22図１～６は弥生時代の石器である。１は三角形石鏃で，基部は窪む。石材は黒曜石である。２・

３は打製の大型石包丁である。２の刃部は曲刃。石鍬の転用品。ともに石材は安山岩である。４は仕

上げ用の砥石である。砥面が３面に残る。５は台石あるいは粗磨き用の砥石である。６は磨製の両刃

石斧で，基部を欠く。横断面形は楕円形である。石材は安山岩である。

　第 23図１～３は古墳時代中期の土師器である。１・２は古墳時代中期の甕の口縁部片である。３

は高坏の脚柱部である。

　４は奈良時代の土師器の高台付坏である。外面に丹塗りがある。5～ 18は７世紀から８世紀前半

の須恵器である。５・６は坏蓋の破片である。７は坏の口縁部片で，外側に折れ曲がる。８・９は高

台付坏である。10は坏の底部である。11は壺の底部である。12は坏の底部片で，外面に回転糸切

り痕がある。内面底に「仁」の線刻が入る（詳細は第 5章第１節参照）。13～ 15 は甕の口縁部から屈

曲部にかけての破片である。13の口縁部外面にカキ目がある。16は鉄鉢型の口縁部片である。17

は壺の胴部上半の破片で，頸部との境に突帯が巡る。18は高坏の接合部である。19は甕あるいは提

瓶の胴部片である。内外両面にハケ目状工具で渦が描かれている。

　20・21 は７世紀末から８世紀初頭の瓦である。20は無段式の丸瓦の広端部片である。外面に格

子タタキ目，内面と広端面にヘラケズリ，側面と広端面に面取りが施される。21は軒丸瓦の瓦頭片

である。神門寺１形式である。布圧痕が残る。参考に神門寺境内廃寺軒丸瓦を掲載する。

　第 24図１～ 11は中世土師器である。１～４は高台付坏の底部片である。２は内外面ともに丹塗

りである。４は高台部が剥がれており，接合時の工具による刻みが確認できる。５・６は皿の底部片

で，外面に回転糸切り痕がある。７～９は柱状高台付坏の脚部片である。10・11は擂鉢の口縁部で

ある。内外面ともにハケメで，11は内面に擂り目がある。

　12・13 は奈良時代以降の棒状土錘である。14は土師器の器種不明の破片である。渦巻文が描か

れている。

　15 は朝鮮系の壺または甕の胴部片である。

　16～ 22 は陶磁器である。16は 12 世紀前半の白磁Ⅳ類の碗の口縁部片で玉縁を持つ。17は 15

世紀の白磁D群の小形多角坏である。18は 15世紀の白磁D群の碗の底部片である。八角形である。

高台畳付は釉はぎされている。19は 16 世紀の白磁 E群の碗である。口縁は端反りし，脚部は釉は

ぎされている。20は龍泉窯系青磁Ⅰ類の碗の破片である。内面に櫛描文が描かれている。21は龍泉

窯系青磁の碗の口縁部片である。外面に雷文が描かれている。22 は 18 世紀前半の肥前系の碗で，

口縁部を欠く。外面に松・花が描かれている。底部外面に「大明」と書かれている。

　23は 19世紀の石見焼片口の口縁部である。

　24～ 26 は木製品である。24は板状に加工され，刃物痕が残り，中央で折れている。25・26 は

荷札木簡である。25は片面に「石田□□」の墨書がある。頭部に切り込みがある（第５章第１節参照）。

26は下部が欠損しているが，頭部中央に穿孔が見られる。

　27～ 30は古銭である。27・28は「開元通寶」（初鋳は 621年・唐）である。29は「皇宋通寶」（初
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第 22 図　３層出土遺物（２）
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鋳は 1038 年・北宋）である。30は「元豊通寶」（初鋳は 1078 年・北宋）である。

　この層からは，弥生時代前期から 19世紀までの遺物が出土した。
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４層出土遺物（第 25～ 27図　図版 13～ 15）
　第 25図１～ 12は弥生時代前期の土器である。１は壺の胴部片である。胴部上半に３条１組の沈

線文の間に斜線文が施される。２～ 11は甕で，２～９は口縁部片である。２・３・６は胴部上半に

曖昧な段が巡る。４・５・７・８は胴部上半に１条の沈線がある。７は口縁端部に刻目が施される。

10はほぼ完形に復元できる破片で，９とともに無文である。11は口縁部片で，「逆 L」字口縁をなす。

胴部外面には多条の沈線が巡る。12は壺あるいは甕の底部片である。

　13・14は弥生時代の石器で石鍬である。一部が欠損している。

　第 26図１～ 17は弥生時代中期後半の土器である。１～３は広口壺の口縁部片である。１は口縁

端部が下方に拡張し，そこに３条の凹線文と刻目が施される。２は口縁端部が下方に拡張し，そこに

３条の凹線文と刻目が施され，その上部に円形浮文がある。３は口縁端部が上下に拡張し，そこに３

条の凹線文が施される。４は広口壺の胴部上半の破片である。外面に６条１組の沈線文の間に貝殻羽

状文が施されている。５は無頸壺で，底部を欠く。口縁端部は内側に肥厚し，外面端部に刻目がある。

口縁端部直下に二孔一対の円孔を穿つ。外面は縦ハケメ，内面は縦ハケメの後なでられている。６～

11は甕の口縁部から胴部上半の破片である。６・７は口縁端部内面が摘み上げられている。８は屈

曲部内側に凸帯がつく。九州の土器の影響を受けている。９～ 11は屈曲部外面に貼付突帯が巡り，

そこに刻目がある。９・10は口縁端部が肥厚し，9はそこに３条の凹線文が巡る。12は甕の胴部片

で，胴部上半に列点文が巡る。胴部内面下半はケズリ，上半はナデである。13 は壺あるいは甕の底

部である。14・15 は甕の底部である。16は高坏の脚部で，裾を欠く。外面に凹線文が多条に巡る。

17は壺あるいは甕の胴部片を円形にし，円孔を開けた紡錘車である。

　18～ 20は弥生時代後期後葉から終末期の複合口縁壺あるいは甕の口縁部片である。

　第 27図１は古墳時代前期の複合口縁甕の口縁部片である。口縁端部が外側に引き出されている。

２～６は古墳時代中期の甕の口縁部片である。２は退化した複合口縁である。３～６は屈曲部が「く」

の字状に開く。７は古墳時代中期の高坏の坏部で，外面は丹塗りである。８は古墳時代前期の高坏の

脚部で，裾を欠く。９は古墳時代前期の低脚坏の接合部である。

　10は７世紀末から８世紀前半の須恵器の坏蓋片である。ボタン状のつまみで，中央がわずかに突

出する。

　この層からは，弥生時代前期から８世紀前半までの遺物が出土した。
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第 25 図　４層出土遺物（１）
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第 26 図　４層出土遺物（２）
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３・４層出土遺物（第 28～ 30図　図版 15・16）
　ここで取り上げる出土遺物は，重機掘削後，排水用に調査区内の周囲を溝掘りした際に出土した資

料で，層の区別ができなかったものである。

　第 28図１～５は弥生時代前期の土器である。１～４は甕である。１・２は口縁部片で，１は口縁

端部下端に刻目が施される。２は外面胴部上半に２条の沈線，その間に刺突文がある。３は甕の底部

である。底部外面に植物と思われる圧痕がある。４は口縁部片で，「逆 L」字口縁をなす。胴部外面

には多条の沈線が巡る。５は鉢で，底部を欠く。外面胴部には羽状文と斜格子文が施される。

　６～ 10は弥生時代中期後半の土器である。６は甕の底部片で平底である。７は直口壺の口縁部片

である。口縁端部が左右に肥厚する。その上面に２条の沈線文が巡り，口縁端部の外側に刻目が施さ

れる。８は高坏の口縁部片である。口縁上部を粘土で肥厚させ，その面に斜線文と円形浮文が施され

る。９・10は甕の口縁から胴部上半の破片で，屈曲部外面に貼付突帯が巡り，そこに刻目がある。

９は口縁端部が肥厚し，そこに３条の凹線文が施される。

　11は弥生時代後期の鼓形器台の筒部片で，筒部は短い。

　第 29図１～３は弥生時代の石器である。１は錐で，石材は黒曜石である。２は大型石包丁である。

３は敲き石で，先端が使用により割れている。

　第 30図１・２は中世土師器の皿である。１は外側底面に板目圧痕が残る。

　３～５は７世紀末から８世紀前半の須恵器である。３は蓋の破片である。ボタン状のつまみで，中

央がわずかに突出する。内面が滑らかであることから硯として使用されたと思われる。４は高台付坏

の底部片である。５は甕の屈曲部片である。胴部内面には特異なタタキの当て具痕がある。

　６は 12世紀後半の龍泉窯系青磁Ⅰ類の碗の口縁部片である。外面に蓮弁文が描かれる。

第 27図　４層出土遺物（３）
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第 28 図　３・４層出土遺物（１）
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第 30 図　３・４層出土遺物（３）

第 29 図　３・４層出土遺物（２）
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30

陶磁器・土器・土製品　観察表（１） 

掲載図 番号 地区 遺構 層位 口径 底径 器高

第15図 2区 土坑SK211
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ハケメ

第16図 1区 溝SD201
捏ね鉢
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第16図 1区 溝SD201
高台付坏
（須恵器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ
底部　回転糸切り

第16図 1区 溝SD201
高台付坏
（須恵器）

― ―
外面　回転糸切り　回転ナデ
内面　ナデ　回転ナデ

第17図 1区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第17図 2区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ハケメ
内面

第17図 3区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第17図 2区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第17図 2区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 2区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面　ナデ

第17図 1区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
直口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第17図 1区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
複合口縁壺
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 2区 溝SD202
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 2区 溝SD202
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
複合口縁甕
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 1区 溝SD202
複合口縁壺
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 2区 溝SD202
複合口縁甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 3区 溝SD202
複合口縁甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 3区 溝SD202
甕

（土師器）
―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ヘラケズリ

第18図 1区 溝SD202
鼓形器台
（土師器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 1区 溝SD202
鼓形器台
（土師器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 3区 溝SD202
高坏

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 1区 溝SD202
高坏

（土師器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 1区 溝SD202
高坏

（土師器）
― ― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ケズリ

第18図 1区 溝SD202
坏蓋

（須恵器）
― ― ―

外面　回転ナデ
内面　回転ナデ

第18図 1区 溝SD202
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 1区 溝SD203
壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面

第19図 1区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ハケメ後ナデ

第19図 3区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面

第19図 1区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 1区 溝SD203
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 3区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

第19図 2区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 3区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

備考
出土位置

器種
種別

挿図番号 法量(㎝)
調整

図版
番号
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掲載図 番号 地区 遺構 層位 口径 底径 器高
備考

出土位置
器種
種別

挿図番号 法量(㎝)
調整

図版
番号

第20図 2層
蓋

（須恵器）
― ― ―

外面　ナデ
内面

第20図 2層
皿

（磁器）
― ―

外面
内面

第21図 1区 3層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面

第21図 2区 3層
甕

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第21図 3区 3層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第21図 3区 3層
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面

第21図 3区 3層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第21図 3区 3層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第21図 3区 3層
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面

第21図 2区 3層
直口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第21図 1区 3層
甕

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第21図 2区 3層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ヘラケズリ
内面

第21図 3区 3層
甕

（弥生土器）
直径

3.6～4.0
― ―

外面
内面

第21図 2区 3層
高坏

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第21図 2区 3層
複合口縁甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第21図 1区 3層
低脚坏

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第21図 3区 3層
高坏

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第21図 3区 3層
取手

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第21図 2区 3層
注口

（弥生土器）
周囲の直径
（2.2～3.6）

穴の直径
約0.7

―
外面
内面

第23図 2区 3層
甕

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第23図 2区 3層
甕

（土師器）
― ―

外面
内面

第23図 2区 3層
高坏

（土師器）
― ― ―

外面　ナデ
内面

第23図 3区 3層
高台付坏
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第23図 1区 3層
蓋

（須恵器）
― ―

外面　回転ナデ
内面　回転ナデ

第23図 3区 3層
蓋

（須恵器）
―

外面　回転ナデ
内面　回転ナデ

第23図 3層
坏

（須恵器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第23図 3層
高台付坏
（須恵器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ
底部　ナデ

第23図 2区 3層
高台付坏
（須恵器）

― ―
外面　回転ナデ
内面　回転ナデ

第23図 3層
坏

（須恵器）
― ―

外面　ナデ　回転ナデ
内面　ナデ　回転ナデ

第23図 3層
壺

（須恵器）
― ― ―

外面　ナデ　ケズリ
内面　ナデ　回転ナデ

第23図 3区 3層
坏

（須恵器）
― ―

外面　ナデ　ケズリ
内面　ナデ

第23図 1区 3層
甕

（須恵器）
― ―

外面　ナデ
内面　回転ヘラケズリ

第23図 1区 3層
甕

（須恵器）
― ― ―

外面
内面　ケズリ　当て具痕

第23図 1区 3層
甕

（須恵器）
― ― ―

外面　回転ナデ
内面　回転ナデ

第23図 3層
鉢

（須恵器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第23図 1区 3層
壺

（須恵器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　回転ナデ

第23図 3層
高坏

（須恵器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第23図 1区 3層
甕又は提瓶
（須恵器）

― ―
厚
約1.0

外面　ハケメ
内面　ハケメ

第24図 3区 3層
高台付坏
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第24図 3区 3層
高台付坏
（土師器）

― ―
外面
内面

第24図 3区 3層
高台付坏
（土師器）

― ―
外面
内面

第24図 3区 3層
高台付坏
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第24図 3区 3層
皿

（土師器）
― ―

外面
内面　回転ヘラミガキ
底部　回転糸切り

第24図 3区 3層
皿

（土師器）
― ―

外面
内面　回転ヘラミガキ
底部　回転糸切り

第24図 2区 3層
柱状高台付坏
（土師器）

― ―
外面
内面

陶磁器・土器・土製品　観察表（２） 
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陶磁器・土器・土製品　観察表（１） 

掲載図 番号 地区 遺構 層位 口径 底径 器高

第15図 2区 土坑SK211
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ハケメ

第16図 1区 溝SD201
捏ね鉢
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第16図 1区 溝SD201
高台付坏
（須恵器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ
底部　回転糸切り

第16図 1区 溝SD201
高台付坏
（須恵器）

― ―
外面　回転糸切り　回転ナデ
内面　ナデ　回転ナデ

第17図 1区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第17図 2区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ハケメ
内面

第17図 3区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第17図 2区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第17図 2区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 2区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面　ナデ

第17図 1区 溝SD202
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
直口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第17図 1区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
複合口縁壺
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 2区 溝SD202
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 2区 溝SD202
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 3区 溝SD202
複合口縁甕
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第17図 1区 溝SD202
複合口縁壺
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 2区 溝SD202
複合口縁甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 3区 溝SD202
複合口縁甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 3区 溝SD202
甕

（土師器）
―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ヘラケズリ

第18図 1区 溝SD202
鼓形器台
（土師器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 1区 溝SD202
鼓形器台
（土師器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 3区 溝SD202
高坏

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 1区 溝SD202
高坏

（土師器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第18図 1区 溝SD202
高坏

（土師器）
― ― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ケズリ

第18図 1区 溝SD202
坏蓋

（須恵器）
― ― ―

外面　回転ナデ
内面　回転ナデ

第18図 1区 溝SD202
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 1区 溝SD203
壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面

第19図 1区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ハケメ後ナデ

第19図 3区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面

第19図 1区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 1区 溝SD203
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 3区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

第19図 2区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 2区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第19図 3区 溝SD203
複合口縁甕
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

備考
出土位置

器種
種別

挿図番号 法量(㎝)
調整

図版
番号
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掲載図 番号 地区 遺構 層位 口径 底径 器高
備考

出土位置
器種
種別

挿図番号 法量(㎝)
調整

図版
番号

第24図 3区 3層
柱状高台付坏
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面
底部　回転糸切り後ナデ

第24図 2区 3層
柱状高台付坏
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第24図 1区 3層
擂鉢

（土師器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　互い違いのハケメ　　ハケメ

第24図 3区 3層
擂鉢

（土師器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ハケメ　すり目

第24図 3区 3層
土錘

（土製品）
長 幅 穴の直径

0.4～0.6
外面
内面

第24図 3層
土錘

（土製品）
長 幅 穴の直径

0.4～0.6
外面
内面

第24図 2区 3層
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第24図 1区 3層
壺又は甕
（瓦質土器）

― ― ―
外面　格子タタキ目
内面　ナデ

第24図 1区 3層
碗

（磁器）
― ― ―

外面
内面

第24図 3区 3層
小形多角坏
（磁器）

外面
内面

第24図 3区 3層
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

第24図 3層
碗

（磁器）
外面
内面

第24図 2区 3層
碗

（磁器）
― ― ―

外面
内面

第24図 3層
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

第24図 3層
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

第24図 3層
片口
（陶器）

― ― ―
外面
内面

第25図 2区 4層
壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第25図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第25図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第25図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ　縦方向のナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第25図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ　ハケメ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
外面　ハケメ
内面　ナデ

第25図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面　ナデ

第25図 2区 4層
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面
内面

第26図 3区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第26図 3区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 1区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 2区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ケズリ

第26図 3区 4層
無頸壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ハケメ　ナデ
内面　ナデ

第26図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ナデ

第26図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ハケメ　ケズリ

第26図 2区 4層
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面

第26図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第26図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第26図 1区 4層
高坏

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第26図 1区 4層
紡錘車

（弥生土器）
直径

3.8～4.1
― ―

外面
内面

第26図 1区 4層
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

陶磁器・土器・土製品　観察表（３） 
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掲載図 番号 地区 遺構 層位 長さ 幅 厚(最大)

第20図 2層
種子札

（木製品）
木取り：柾目

第24図 3層
（木製品）

木取り：柾目

第24図 3層
荷札木簡
（木製品）

木取り：柾目

第24図 3層
荷札木簡
（木製品）

木取り：柾目

備考
挿図番号 図版

番号

出土位置 器種
種別

法量(㎝)

木製品　観察表

掲載図 番号 地区 遺構 層位 口径 底径 器高
備考

出土位置
器種
種別

挿図番号 法量(㎝)
調整

図版
番号

第26図 1区 4層
壺又は甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 2区 4層
壺又は甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第27図 3区 4層
複合口縁甕
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

第27図 2区 4層
甕

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面

第27図 1区 4層
甕

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第27図 1区 4層
甕

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第27図 2区 4層
甕

（土師器）
― ―

外面　回転ナデ
内面　回転ナデ　ケズリ

第27図 1区 4層
甕

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

第27図 2区 4層
高坏

（土師器）
― ―

外面
内面

第27図 2区 4層
高坏

（土師器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第27図 1区 4層
低脚坏
（土師器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ナデ

第27図 3区 4層
蓋

（須恵器）
― ―

外面
内面

第28図 1区・2区
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第28図
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第28図
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第28図
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第28図
鉢

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第28図
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ハケメ
内面

第28図 2区・3区
直口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第28図
高坏

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第28図
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第28図
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ　ハケメ

第28図
鼓形器台
（弥生土器）

― ― ―
外面　ナデ
内面　ケズリ

第30図
皿

（土師器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第30図
皿

（土師器）
― ―

外面
内面

第30図
蓋

（須恵器）
― ― ―

外面　回転ヘラケズリ
内面

第30図 2区・3区
高台付坏
（須恵器）

― ―
外面　回転ナデ
内面　ナデ
底部　回転ナデ

第30図
甕

（須恵器）
― ― ―

外面　ナデ　回転ナデ　タタキ
内面　ナデ　回転ナデ　当て具痕

第30図 1区・2区
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

陶磁器・土器・土製品　観察表（４） 
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掲載図 番号 地区 遺構 層位 口径 底径 器高
備考

出土位置
器種
種別

挿図番号 法量(㎝)
調整

図版
番号

第24図 3区 3層
柱状高台付坏
（土師器）

― ―
外面　ナデ
内面
底部　回転糸切り後ナデ

第24図 2区 3層
柱状高台付坏
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第24図 1区 3層
擂鉢

（土師器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　互い違いのハケメ　　ハケメ

第24図 3区 3層
擂鉢

（土師器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ハケメ　すり目

第24図 3区 3層
土錘

（土製品）
長 幅 穴の直径

0.4～0.6
外面
内面

第24図 3層
土錘

（土製品）
長 幅 穴の直径

0.4～0.6
外面
内面

第24図 2区 3層
（土師器）

― ― ―
外面
内面

第24図 1区 3層
壺又は甕
（瓦質土器）

― ― ―
外面　格子タタキ目
内面　ナデ

第24図 1区 3層
碗

（磁器）
― ― ―

外面
内面

第24図 3区 3層
小形多角坏
（磁器）

外面
内面

第24図 3区 3層
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

第24図 3層
碗

（磁器）
外面
内面

第24図 2区 3層
碗

（磁器）
― ― ―

外面
内面

第24図 3層
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

第24図 3層
碗

（磁器）
― ―

外面
内面

第24図 3層
片口
（陶器）

― ― ―
外面
内面

第25図 2区 4層
壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第25図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第25図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ

第25図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ　縦方向のナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第25図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ナデ　ハケメ

第25図 2区 4層
甕

（弥生土器）
外面　ハケメ
内面　ナデ

第25図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面　ナデ

第25図 2区 4層
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面
内面

第26図 3区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第26図 3区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 1区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 2区 4層
広口壺

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ケズリ

第26図 3区 4層
無頸壺

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ハケメ　ナデ
内面　ナデ

第26図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ　ハケメ
内面　ナデ　ハケメ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面　ナデ
内面　ナデ

第26図 1区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ハケメ
内面　ナデ

第26図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ― ―

外面　ナデ
内面　ハケメ　ケズリ

第26図 2区 4層
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面

第26図 3区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第26図 2区 4層
甕

（弥生土器）
― ―

外面
内面

第26図 1区 4層
高坏

（弥生土器）
― ― ―

外面
内面

第26図 1区 4層
紡錘車

（弥生土器）
直径

3.8～4.1
― ―

外面
内面

第26図 1区 4層
壺又は甕
（弥生土器）

― ―
外面　ナデ
内面　ナデ　ケズリ

陶磁器・土器・土製品　観察表（３） 
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掲載図 番号 地区 遺構 層位 縦径 横径 厚(最大)

第16図 溝SD201 銅銭 元祐通寶

第16図 溝SD201 銅銭 無紋銭

第24図 3層 銅銭 開元通寳

第24図 3層 銅銭 開元通寳

第24図 3区 3層 銅銭 皇宋通寶

第24図 3区 3層 銅銭 元豊通寶

法量(㎜)
重量(g) 備考

挿図番号 図版
番号

出土位置
銭 銭種名

掲載図 番号 地区 遺構 層位 長さ 幅 厚(最大)

第23図 3層
丸瓦

（古代瓦）
― ― ―

外面　格子タタキ目
内面　ヘラケズリ
側面　面取り
広端面　ヘラケズリ　面取り

第23図 1区 3層
軒丸瓦
（古代瓦）

― ― ―
外面
内面

法量(㎝)
調整 備考

挿図番号 図版
番号

出土位置 器種
種別

重量(g)

掲載図 番号 地区 遺構 層位 長 幅 厚(最大)

第17図 1区 溝SD202
剥片

（石器）

第19図 2区 溝SD203
石鍬

（石器）

第22図 1区 3層
石鏃

（石器）

第22図 2区 3層
大型石包丁

（石器）

第22図 南 3層
大型石包丁

（石器）

第22図 3区 3層
砥石

（石器）

第22図 2区 3層
台石又は砥石

（石器）

第22図 2区 3層
両刃石斧
（石器）

第25図 1区 4層
石鍬

（石器）

第25図 2区 4層
石鍬

（石器）

第29図
錐

（石器）

第29図
大型石包丁

（石器）

第29図
敲き石
（石器）

備考
挿図番号

図版
番号

出土位置
器種
種別

法量(㎝)
重量（g）

石器　観察表 

瓦　観察表 

古銭　観察表
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第 4章　自然科学分析

第１節　高西遺跡発掘調査に係る花粉分析及び放射性炭素年代測定

１　はじめに

　高西遺跡は，島根県東部の出雲市塩冶町高西に位置し，中国山地に水源を持つ神戸川及び出雲平野

南縁辺の丘陵部に水源を持つ中小河川が成す扇状地上に立地する。

　本報告は，文化財調査コンサルタント株式会社が，高西遺跡で検出された遺構（SD203）の時期と

埋積時の古植生，及び地山堆積時期とその当時の古植生を明らかにする目的で，出雲市からの委託を

受け実施・報告した花粉分析及び放射性炭素年代測定（AMS法）報告書を再編集したものである。

　第 31 図 　調査区平面図

（試料採取地点）

第 32 図 　 試料採取地点（№ 1 ～ 3）断面図

10ｍ0

SD201

SD202,203

試料採取地

深掘りセクション

№1～3

№4

5.5ｍ

6.0ｍ

東
西

SD202

SD203
3-①
3-②
3-③

2-①

1-③

1-②

№１地点 №２地点 №３地点
1-①

AMS
❷

2-②

3層

5層

4層

２　測定試料について

　調査区平面図（第 31図）中に分析試料の採取地点を，また，断面図（第

32・33図）中に試料採取位置を 1- ①～ 3- ③で示す。また，年代測定試料

は深掘りセクション中の，4- ②と 4- ③に狭在する砂層中から AMS❶を，

SD203 埋土から AMS❷を採取した。

３　分析方法

（１）　微化石概査方法
　花粉分析用プレパラート及び花粉分析処理残渣を顕微鏡下で観察し，花

粉（胞子），植物片，微粒炭，珪藻，植物珪酸体，火山ガラスの含有状況を，

５段階で示した。

（２）　花粉分析方法
　渡辺（2010）に従って実施した。花粉化石の観察・同定は，光学顕微

鏡により通常 400 倍で，必要に応じ 600 倍あるいは 1000 倍を用いて実
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掲載図 番号 地区 遺構 層位 縦径 横径 厚(最大)

第16図 溝SD201 銅銭 元祐通寶

第16図 溝SD201 銅銭 無紋銭

第24図 3層 銅銭 開元通寳

第24図 3層 銅銭 開元通寳

第24図 3区 3層 銅銭 皇宋通寶

第24図 3区 3層 銅銭 元豊通寶

法量(㎜)
重量(g) 備考

挿図番号 図版
番号

出土位置
銭 銭種名

掲載図 番号 地区 遺構 層位 長さ 幅 厚(最大)

第23図 3層
丸瓦

（古代瓦）
― ― ―

外面　格子タタキ目
内面　ヘラケズリ
側面　面取り
広端面　ヘラケズリ　面取り

第23図 1区 3層
軒丸瓦
（古代瓦）

― ― ―
外面
内面

法量(㎝)
調整 備考

挿図番号 図版
番号

出土位置 器種
種別

重量(g)

掲載図 番号 地区 遺構 層位 長 幅 厚(最大)

第17図 1区 溝SD202
剥片

（石器）

第19図 2区 溝SD203
石鍬

（石器）

第22図 1区 3層
石鏃

（石器）

第22図 2区 3層
大型石包丁

（石器）

第22図 南 3層
大型石包丁

（石器）

第22図 3区 3層
砥石

（石器）

第22図 2区 3層
台石又は砥石

（石器）

第22図 2区 3層
両刃石斧
（石器）

第25図 1区 4層
石鍬

（石器）

第25図 2区 4層
石鍬

（石器）

第29図
錐

（石器）

第29図
大型石包丁

（石器）

第29図
敲き石
（石器）

備考
挿図番号

図版
番号

出土位置
器種
種別

法量(㎝)
重量（g）

石器　観察表 

瓦　観察表 

古銭　観察表
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施した。原則的に木本花粉総数が 200 粒以上にな

るまで同定を行い，同時に検出される草本・胞子化

石の同定も行った。また中村（1974）に従ってイネ

科花粉を，イネを含む可能性が高い大型のイネ科

（40 ﾐｸﾛﾝ以上）と，イネを含む可能性が低い小型の

イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ未満）に細分した。

（3）　AMS年代測定方法
　塩酸による酸洗浄の後に水酸化ナトリウムによる

アルカリ処理，更に再度酸洗浄を行った。この後，

二酸化炭素を生成，精製し，グラファイトに調整し

た。14 Ｃ濃度の測定にはタンデム型イオン加速器を

5.75
5.34
4.95
4.07
4.03
3.96
3.91

標高6.8ｍ

粘質土
砂層
灰色粘質土
砂層

基本層序
 1～4層

５層

4-①
4-②
4-③
4-④

No.4

AMS
❶

第 2 表 　微化石概査結果

第 33 図 №４地点深掘りセクション模式断面図

（試料採取層）

地点 試料No. 花　粉 微粒炭 植物片 珪藻 植物珪酸体 火山ガラス

1-① △ ○ △× △× ○ ◎

1-② △ △ △× × ○ ◎

1-③ △ ○ △× △× ○ ◎

2-① △ ◎ ○ △ ◎ ○

2-② ○ ◎ ○ △ ◎ ○

3-① ○ ◎ △× △ ○ ○

3-② ○ ◎ △ △ ○ ○

3-③ △ ○ △× △ △ ◎

4-① △ ○ △× ○ △ ○

4-② △ ○ △× ◎ ○ ○

4-③ △ ○ △× ◎ ○ ○
4-④ △ ◎ △× ◎ ○ ○

凡例 ◎ ：十分な数量が検出できる　○ ：少ないが検出できる　△ ：非常に少ない

　　△×：極めてまれに検出できる　× ：検出できない

用い，半減期：5568 年で年代計算を行った。暦年代較正にはOxCal�ver.�4.3（Bronk�Ramsey　2009）

を用い，INTCAL13（Reymer�et�al.　2013）を利用した。

４　分析結果

（1）　微化石概査結果
　分析結果を第 2表に示す。

　多くの試料で微粒炭，植物珪酸体，火山ガラスの含有量は多かったが，花粉化石，植物片の含有量

は少なかった。また，№ 4地点では珪藻化石の含有量が多かったが，他の地点では少なかった。

（2）　花粉分析結果
　分析結果を第 34～ 37 図の花粉ダイアグラムと，第 3表の花粉組成表に示す。花粉ダイアグラム

では，分類群ごとの百分率（百分率の算出には，木本花粉総数を基数にしている。）を，スペクトルで表し
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ている（木本（針葉樹）は黒，木本（広葉樹）は暗灰，草本・藤本は明灰，胞子は白のスペクトルで表した。）。

分類群ごとのグラフの左側には「木本（針葉樹）」，「木本（広葉樹）」，「草本・藤本」と「胞子」の割

合を示すグラフを示したほか，右側には「木本」，「草本・藤本」，「胞子」，「花粉・胞子（全ての合計）」

ごとに含有量（湿潤試料 1g中の粒数）の変化を示すグラフを示している。

第 34 図 　花粉ダイアグラム (No.1 地点 )

第 35 図　花粉ダイアグラム (No.2 地点 )　

第 36 図 　花粉ダイアグラム (No.3 地点 )

1-③

1-②

1-③

GL-m

 0 

 0.1 

 0.2 

 0.3 

 0.4 

 0.5 

 粘土
シルト
　砂
　礫

木
本

（
針

葉
樹

）

木
本

（
広

葉
樹

）

草
本

・
藤

本

胞
子

0 100％

3.
マ

キ
属

*1

*1
5.

モ
ミ

属
*1

21
.マ

ツ
属

（
複

維
管

束
亜

属
）

*1

*1

*1

30
.コ

ウ
ヤ

マ
キ

属

*1

32
.ス

ギ
属

*1

*1

62
.サ

ワ
グ

ル
ミ

属
－

ク
ル

ミ
属

*1

71
.ク

マ
シ

デ
属

－
ア

サ
ダ

属

*1

*1

73
.ハ

シ
バ

ミ
属

*1

75
.ハ

ン
ノ

キ
属

*1

83
.コ

ナ
ラ

亜
属

*1

84
.ア

カ
ガ

シ
亜

属

*1

*1

92
.ニ

レ
属

－
ケ

ヤ
キ

属

*1

*1

94
.エ

ノ
キ

属
－

ム
ク

ノ
キ

属

*1

12
0.

フ
ウ

属

*1

*1

17
8.

シ
ナ

ノ
キ

属

*1

*1

31
1.

イ
ネ

科
（

４
０

ミ
ク

ロ
ン

未
満

）

*1

*1

31
2.

イ
ネ

科
（

４
０

ミ
ク

ロ
ン

以
上

）

*1

*1

32
0.

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科

*1

*1

*1

33
6.

イ
ボ

ク
サ

属

*1

41
1.

ギ
シ

ギ
シ

属

*1

42
2.

ア
カ

ザ
科

－
ヒ

ユ
科

*1

*1

55
7.

キ
カ

シ
グ

サ
属

*1

71
0.

キ
ク

亜
科

*1

*1

*1

71
2.

ヨ
モ

ギ
属

*1

*1

*1

80
2.

ヒ
モ

ラ
ン

型

*1

*1

*1

80
8.

ヒ
カ

ゲ
ノ

カ
ズ

ラ
亜

属

*1

85
0.

ハ
ナ

ヤ
ス

リ
属

*1

87
5.

シ
ノ

ブ
属

*1

*1

*1

88
1.

イ
ノ

モ
ト

ソ
ウ

科

*1

*1

*1

88
6.

オ
シ

ダ
科

－
チ

ャ
セ

ン
シ

ダ
科

*1

*1

*1

89
1.

ウ
ラ

ボ
シ

科

*1

*1

*1

10％

木本（針葉樹） 木本（広葉樹） 草本・藤本 胞子

*1: 基数が100粒未満のタクサ． 柱状図凡例

粘土 砂質 砂混じり 腐植質 腐植物混入

3層

4層

5層

木
本

草
本

・
藤

本

胞
子

花
粉

・
胞

子

10
-1

10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

(粒数/g)

2-①

2-②

GL-m

 0 

 0.1 

 0.2 

 0.3 

 0.4 

 粘土
シルト
　砂
　礫

木
本

（
針

葉
樹

）

木
本

（
広

葉
樹

）

草
本

・
藤

本

胞
子

0 100％

5
.
モ

ミ
属

1
0
.
ツ

ガ
属

2
1
.
マ
ツ
属
（
複
維
管
束
亜
属
）

20％

3
0
.
コ

ウ
ヤ

マ
キ

属
3
2
.
ス

ギ
属

20％

4
1
.
ヒ

ノ
キ

科
型

+

6
2
.
サ
ワ
グ
ル
ミ
属
－
ク
ル
ミ
属

7
1
.
ク
マ
シ
デ
属
－
ア
サ
ダ
属

7
4
.
カ

バ
ノ

キ
属

7
5
.
ハ

ン
ノ

キ
属

+

8
0
.
ブ

ナ
属

+

8
3
.
コ

ナ
ラ

亜
属

20％

8
4
.
ア

カ
ガ

シ
亜

属

8
8
.
シ
イ
ノ
キ
属
－
マ
テ
バ
シ
イ
属

+

9
2
.
ニ
レ
属
－
ケ
ヤ
キ
属

9
4
.
エ
ノ
キ
属
－
ム
ク
ノ
キ
属

9
7
.
ク
ワ
科
－
イ
ラ
ク
サ
科

1
4
1
.
ア

カ
メ

ガ
シ

ワ
属

1
6
0
.
モ

チ
ノ

キ
属

+

2
8
3
.
タ

ニ
ウ

ツ
ギ

属
3
0
1
.
ガ

マ
属

+

3
0
2
.
ミ

ク
リ

属
3
0
6
.
オ

モ
ダ

カ
属

3
1
1
.
イ
ネ
科
（
４
０
ミ
ク
ロ
ン
未
満
）

50％

68％

3
1
2
.
イ
ネ
科
（
４
０
ミ
ク
ロ
ン
以
上
）

30％

3
2
0
.
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

50％

54％

3
4
5
.
ユ

リ
科

+

4
1
6
.
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
節
－
サ
ナ
エ
タ
デ
節

4
2
2
.
ア

カ
ザ

科
－

ヒ
ユ

科

4
3
0
.
ナ

デ
シ

コ
科

4
6
1
.
ア

ブ
ラ

ナ
科

+

5
3
0
.
ブ

ド
ウ

科

+

5
8
1
.
チ

ド
メ

グ
サ

属

+

6
0
1
.
テ

イ
カ

カ
ズ

ラ
属

+

7
1
0
.
キ

ク
亜

科

7
1
2
.
ヨ

モ
ギ

属

50％

59％

63％

7
2
0
.
タ

ン
ポ

ポ
亜

科
8
0
2
.
ヒ

モ
ラ

ン
型

8
0
3
.
ト

ウ
ゲ

シ
バ

型
8
4
2
.
フ

ユ
ノ

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
亜

属
8
7
5
.
シ

ノ
ブ

属

20％

8
8
1
.
イ

ノ
モ

ト
ソ

ウ
科

30％
8
8
2
.
ミ

ズ
ワ

ラ
ビ

属

+

8
8
6
.
オ
シ
ダ
科
－
チ
ャ
セ
ン
シ
ダ
科

50％

680％

130％

10％ +: < 1％

木本（針葉樹） 木本（広葉樹） 草本・藤本 胞子
柱状図凡例

粘土 中粒砂 粘土質 砂質 砂混じり 腐植質 腐植物混入

4層

SD203

SD202

8
9
1
.
ウ

ラ
ボ

シ
科

木
本

草
本

・
藤

本

胞
子

花
粉

・
胞

子

10
-1

10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

(粒数/g)

3-①

3-②

3-③

GL-m

 0 

 0.1 

 0.2 

 0.3 

 0.4 

 粘土
シルト
　砂
　礫

木
本

（
針

葉
樹

）

木
本

（
広

葉
樹

）

草
本

・
藤

本

胞
子

0 100％

5
.
モ

ミ
属

*1

1
0
.
ツ

ガ
属

+

*1

1
3
.
ト

ウ
ヒ

属

+

2
1
.
マ

ツ
属

（
複

維
管

束
亜

属
）

*1

3
0
.
コ

ウ
ヤ

マ
キ

属
3
2
.
ス

ギ
属

20％

*1

4
1
.
ヒ

ノ
キ

科
型

5
2
.
ヤ

マ
モ

モ
属

*1

6
2
.
サ

ワ
グ

ル
ミ

属
－

ク
ル

ミ
属

+

7
1
.
ク

マ
シ

デ
属

－
ア

サ
ダ

属
7
3
.
ハ

シ
バ

ミ
属

+

*1

7
4
.
カ

バ
ノ

キ
属

+

7
5
.
ハ

ン
ノ

キ
属

+

+

8
0
.
ブ

ナ
属

+

8
3
.
コ

ナ
ラ

亜
属

*1

8
4
.
ア

カ
ガ

シ
亜

属

20％

8
5
.
ク

リ
属

+

8
8
.
シ

イ
ノ

キ
属

－
マ

テ
バ

シ
イ

属
9
2
.
ニ

レ
属

－
ケ

ヤ
キ

属
9
4
.
エ

ノ
キ

属
－

ム
ク

ノ
キ

属
9
7
.
ク

ワ
科

－
イ

ラ
ク

サ
科

1
2
0
.
フ

ウ
属

*1

1
7
0
.
カ

エ
デ

属
3
0
1
.
ガ

マ
属

+

3
0
5
.
サ

ジ
オ

モ
ダ

カ
属

3
0
6
.
オ

モ
ダ

カ
属

3
1
1
.
イ

ネ
科

（
４

０
ミ

ク
ロ

ン
未

満
）

60％

113％

*1

3
1
2
.
イ

ネ
科

（
４

０
ミ

ク
ロ

ン
以

上
）

60％

72％

*1

3
2
0
.
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

60％

88％

4
1
6
.
ウ

ナ
ギ

ツ
カ

ミ
節

－
サ

ナ
エ

タ
デ

節

4
1
7
.
イ

タ
ド

リ
節

+

4
2
2
.
ア

カ
ザ

科
－

ヒ
ユ

科

20％

*1

4
3
0
.
ナ

デ
シ

コ
科

+

4
5
5
.
カ

ラ
マ

ツ
ソ

ウ
属

4
6
1
.
ア

ブ
ラ

ナ
科

+

5
2
1
.
ツ

リ
フ

ネ
ソ

ウ
属

+

5
3
0
.
ブ

ド
ウ

科

+

5
8
0
.
セ

リ
科

+

5
8
1
.
チ

ド
メ

グ
サ

属

6
7
2
.
ゴ

キ
ヅ

ル
属

－
ア

マ
チ

ャ
ヅ

ル
属

+

7
1
0
.
キ

ク
亜

科

*1

7
1
2
.
ヨ

モ
ギ

属

60％

118％

113％

*1

7
2
0
.
タ

ン
ポ

ポ
亜

科
8
0
2
.
ヒ

モ
ラ

ン
型

+

8
4
2
.
フ

ユ
ノ

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
亜

属

+

10％ +: < 1％

木本（針葉樹） 木本（広葉樹） 草本・藤本 胞子

*1: 基数が100粒未満のタクサ． 柱状図凡例

粘土 中粒砂 粘土質 砂質 砂混じり 腐植質 腐植物混入

2260±20
SD203

SD202

5層

木
本

草
本

・
藤

本

胞
子

花
粉

・
胞

子

10
-1

10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

(粒数/g)

第 4章　自然科学分析

36

施した。原則的に木本花粉総数が 200 粒以上にな

るまで同定を行い，同時に検出される草本・胞子化

石の同定も行った。また中村（1974）に従ってイネ

科花粉を，イネを含む可能性が高い大型のイネ科

（40 ﾐｸﾛﾝ以上）と，イネを含む可能性が低い小型の

イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ未満）に細分した。

（3）　AMS年代測定方法
　塩酸による酸洗浄の後に水酸化ナトリウムによる

アルカリ処理，更に再度酸洗浄を行った。この後，

二酸化炭素を生成，精製し，グラファイトに調整し

た。14 Ｃ濃度の測定にはタンデム型イオン加速器を

5.75
5.34
4.95
4.07
4.03
3.96
3.91

標高6.8ｍ

粘質土
砂層
灰色粘質土
砂層

基本層序
 1～4層

５層

4-①
4-②
4-③
4-④

No.4

AMS
❶

第 2 表 　微化石概査結果

第 33 図 №４地点深掘りセクション模式断面図

（試料採取層）

地点 試料No. 花　粉 微粒炭 植物片 珪藻 植物珪酸体 火山ガラス

1-① △ ○ △× △× ○ ◎

1-② △ △ △× × ○ ◎

1-③ △ ○ △× △× ○ ◎

2-① △ ◎ ○ △ ◎ ○

2-② ○ ◎ ○ △ ◎ ○

3-① ○ ◎ △× △ ○ ○

3-② ○ ◎ △ △ ○ ○

3-③ △ ○ △× △ △ ◎

4-① △ ○ △× ○ △ ○

4-② △ ○ △× ◎ ○ ○

4-③ △ ○ △× ◎ ○ ○
4-④ △ ◎ △× ◎ ○ ○

凡例 ◎ ：十分な数量が検出できる　○ ：少ないが検出できる　△ ：非常に少ない

　　△×：極めてまれに検出できる　× ：検出できない

用い，半減期：5568 年で年代計算を行った。暦年代較正にはOxCal�ver.�4.3（Bronk�Ramsey　2009）

を用い，INTCAL13（Reymer�et�al.　2013）を利用した。

４　分析結果

（1）　微化石概査結果
　分析結果を第 2表に示す。

　多くの試料で微粒炭，植物珪酸体，火山ガラスの含有量は多かったが，花粉化石，植物片の含有量

は少なかった。また，№ 4地点では珪藻化石の含有量が多かったが，他の地点では少なかった。

（2）　花粉分析結果
　分析結果を第 34～ 37 図の花粉ダイアグラムと，第 3表の花粉組成表に示す。花粉ダイアグラム

では，分類群ごとの百分率（百分率の算出には，木本花粉総数を基数にしている。）を，スペクトルで表し
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第 37 図 　花粉ダイアグラム (No.4 地点 )
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ヒカゲノカズラ亜属

フユノハナワラビ亜属

ハナヤスリ属

ヤマドリゼンマイ型

シノブ属

イノモトソウ科

ミズワラビ属

オシダ科－チャセンシダ科

ウラボシ科

単条溝胞子
三条溝胞子

木本花粉総数

草本・藤本花粉総数

胞子総数

総数

含有量（粒数/g）

4-② 4-③ 4-④1-① 2-② 3-③ 2-① 2-② 3-① 3-② 3-③ 4-①

左よりカウント粒数、百分率

第３表　花粉組成表
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５　年代測定値について

　第 39図に，AMS年代測定値の分布を示す。

　試料❶（深掘りセクション）では 1,116-979cal�BC（2σ）の年代値が得られた。この年代値は，縄

文時代晩期に相当する。

　試料❷（SD203）では，394-231cal�BC（2σ）の年代値が得られた。この値は弥生時代前期末～中

期前半に相当し，出土遺物から推定される堆積時期は弥生時代前期～終末期であり，得られた年代値

を内包するものであった。

（3）　AMS年代測定結果
　年代測定結果を第４表及び第 38図に示す。第 38図には，OxCal�ver.�4.3（Ramsey　�2009）による

試料ごとの暦年較正図を示した。第 3表には，試料の詳細，前処理方法，δ 13Ｃ値と 4種類の年代

を示している。

第 38 図　暦年較正結果
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第４表　年代測定結果一覧表

試料№ 調査区 出土地点（遺構ほか） 状況 重量(g) 推定時期 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

❶
深掘り

セクション
№4地点試料

№②,③間砂層
炭化物 不明

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸:1.2N,水酸化ナト
リウム:1.0N,塩酸:1.2N)

-27.18±
2908±20 2871±19 2870±20

❷ 2区北壁
ＳＤ203埋土
　最下部

腐植質
粘土

弥生前期～中期

湿式篩分：106μm以下
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸:1.2N,水酸化ナト
リウム:1.0N,塩酸:1.2N)

-19.94±
2177±19 2260±18 2260±20

測定番号

試　　　　　　　料
暦年較正用年代
(yrBP±1σ)

前処理 δ
(‰)

δ C補正無年代
（yrBP±1σ）

C 年代
(yrBP±1σ)

C年代を暦年代に較正した年代範囲

第 39 図　 暦年較正値の分布
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第 37 図 　花粉ダイアグラム (No.4 地点 )
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６　花粉化石含有量の少なかった原因について

　花粉化石の含有量の少ない原因について，通常は以下のようなことが考えられている。

１．堆積物の特性（粒度・比重）と花粉化石の平均的な粒径，比重が著しく異なり，堆積物中に花　　

粉化石が含まれない。

２．堆積速度が速いために，堆積物中に花粉化石が含まれない。

３．「土壌生成作用」の及ぶ期間が短く，花粉の付加量が少なかった。

４．土壌生成作用に伴う堆積物で，堆積速度が極めて遅く，堆積した花粉化石が紫外線により消滅

　　した。

５．花粉化石が本来含まれていたが，堆積後の化学変化などにより花粉化石が消滅した。

６．有機物に極めて富む堆積物で花粉以外の有機物も多く，処理の過程で花粉化石が濃縮できなかっ

　　た（希釈効果）。

（1）№ 1地点
　粘土を分析対象としたことから，上記の１は原因とならない。また，掘削時にグライ化が認められ

なかったことから，５も同様である。また，微粒炭の含有量は多く，胞子化石の割合が高いこと，花

粉化石の含有量が少ないことから，６の希釈効果が生じたものとも考えにくい。一方，フウ属で代表

される第三紀層からの二次堆積と考えられる花粉石が多く検出されるなど，浸食作用を受けた直後に

堆積した可能性が指摘できる。以上のことから，２の「堆積速度が速いために，堆積物中に花粉化石

が含まれなかった」可能性が高い。ただし，微粒炭の含有量はやや多く，胞子化石の割合が高いこと

から，４の「土壌生成作用に伴う堆積物で，堆積速度が極めて遅く，堆積した花粉化石が紫外線によ

り消滅した。」可能性も残る。洪水成の堆積物で，流域の土壌や三紀層を浸食し巻き込んだ可能性が

指摘できる。

　当初，当該層 ( 準 ) に対して地山との認識がなかった。しかし，分析結果から当該層 ( 準 ) が全て

地山に含まれる可能性が指摘できる。

（2）�SD203 埋土（№ 2，3地点試料�2- ①，2- ②，3- ①，3- ②）
　有機質粘土を分析対象としており，木本花粉化石含有量も数十～数百粒 /g を示す。一方で微粒炭

が多量に含まれることから，上記６が主因と考えられる。ほとんどの試料で，木本花粉が 100 粒以

上計数されており，統計データとして採用可能である。

（3）地山（№3地点試料 3- ③�，№ 4地点）
　粘土を分析対象としたことから，上記の１は原因とならない。また，掘削時にグライ化が認められ

なかったことから，５も同様である。また，微粒炭の含有量は多く，胞子化石の割合が高いものの，

花粉化石の含有量が少ないことから，６の希釈効果が生じたものとも考えにくい。一方，フウ属で代

表される第三紀層からの二次堆積と考えられる花粉石が多く検出されるなど，浸食作用を受けた直後

に堆積した可能性が指摘できる。以上のことから，２の「堆積速度が速いために，堆積物中に花粉化

石が含まれなかった」可能性が高い。ただし，微粒炭の含有量は多く，胞子化石の割合が高いことか
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ら，４の「土壌生成作用に伴う堆積物で，堆積速度が極めて遅く，堆積した花粉化石が紫外線により

消滅した。」可能性も残る。洪水成の堆積物で，流域の土壌や三紀層を浸食し巻き込んだ可能性が指

摘できる。また，微粒炭のみで考えると，周囲の扇状地を成している三瓶火山由来の火砕流堆積物中

の微粒炭に起源を求めることも可能である。

７　局地花粉帯の設定

　花粉分析結果を解析するに当たり，通常は木本花粉化石群集の変化を読み取り，花粉分帯（局地花

粉帯の設定）を行う。さらに，分帯ごとに古植生等古環境を推定し，その変遷を明らかにする。一方

今回の分析結果では，統計処理可能な量の木本花粉化石が得られた試料が，いずれも SD203 内から

得られており，時期的な差がないことから，花粉分帯を行わなかった。

８　古環境について

　高西遺跡で実施した花粉分析結果を基に，高西遺跡周辺における縄文時代晩期～弥生時代中期頃の

古環境を推定する。また，時間軸に沿って古い時期から新しい時期へと示す。

（1）地山（縄文時代晩期）
　下部の砂層内から，1,116-979cal�BC（2σ）の年代値が得られた。前述のように，洪水に伴って

流域の土壌や第三紀層を浸食し，取り込みながら堆積したものと考えられる。一方，調査地点周辺の

コンターマップ（第 40図）に示したように，調査地付近が凹地となっていることが分かる（色調の濃

い地点ほど標高が低く表現されている。）。南北方向に低地が広がる傾向にあり，南端が神戸川に接する

ようにも見えることから，神戸川の旧流路の一つである可能がある。ただし，旧流路の時期を含め，

西側の高西地区から揚
あげ

地区に至る比高差 2mほどの微高地や，神戸川南岸に位置する新宮川右岸の低

地の存在など，更に検討すべき課題があり，現地調査を更に行う必要がある。

第 40 図 高西遺跡周辺地域のコンターマップ
カシミール 3D にて作成

　また，木本花粉含有量が数個 /g 未満と少な

く，第三紀層からの二次堆積と考えられる花粉

化石が多く検出される。第三紀型植物の代表と

いえるフウ属が 10～ 25％を占めることから，

堆積時期である縄文時代晩期の植生をどの程度

反映しているかも不明であり，植生復元を行わ

なかった。

（2）SD203（弥生時代前期～中期）
　394-231cal�BC（2σ）の年代値が得られた。

　花粉分析結果では，胞子が 50％ほど，草本・

藤本花粉も 30～ 40％を占め，木本花粉は 10

～ 20％にすぎなかった。また，微化石概査で

は微粒炭と火山ガラスが多く検出されている。
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６　花粉化石含有量の少なかった原因について

　花粉化石の含有量の少ない原因について，通常は以下のようなことが考えられている。

１．堆積物の特性（粒度・比重）と花粉化石の平均的な粒径，比重が著しく異なり，堆積物中に花　　

粉化石が含まれない。

２．堆積速度が速いために，堆積物中に花粉化石が含まれない。

３．「土壌生成作用」の及ぶ期間が短く，花粉の付加量が少なかった。

４．土壌生成作用に伴う堆積物で，堆積速度が極めて遅く，堆積した花粉化石が紫外線により消滅

　　した。

５．花粉化石が本来含まれていたが，堆積後の化学変化などにより花粉化石が消滅した。

６．有機物に極めて富む堆積物で花粉以外の有機物も多く，処理の過程で花粉化石が濃縮できなかっ

　　た（希釈効果）。

（1）№ 1地点
　粘土を分析対象としたことから，上記の１は原因とならない。また，掘削時にグライ化が認められ

なかったことから，５も同様である。また，微粒炭の含有量は多く，胞子化石の割合が高いこと，花

粉化石の含有量が少ないことから，６の希釈効果が生じたものとも考えにくい。一方，フウ属で代表

される第三紀層からの二次堆積と考えられる花粉石が多く検出されるなど，浸食作用を受けた直後に

堆積した可能性が指摘できる。以上のことから，２の「堆積速度が速いために，堆積物中に花粉化石

が含まれなかった」可能性が高い。ただし，微粒炭の含有量はやや多く，胞子化石の割合が高いこと
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微粒炭や火山ガラスには，周囲の扇状地を形成している三瓶火山由来の火砕流堆積物を起源としてい

る可能性が高い。木本花粉の割合が低いことから，調査地近辺に森林は存在せず，南から東に連なる

丘陵から中国山地，神戸川流域の低地からもたらされた可能性が高い。丘陵にはアカマツやコナラ類

を主要素とする二次林，丘陵の奥や中国山地にカシ類を主要素とし，モミ，ツガ，コウヤマキなどの

温帯針葉樹を混淆する照葉樹林が分布していたと考えられる。また，スギは神戸川沿いの低地に分布

していたと考えられる。一方　SD203 内にはガマ類やミクリが生育し，続く湿地にはアシやカヤツ

リグサ類が生育していたと考えられる。また，イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）花粉も少なからず検出されるこ

とから，SD203 の流域では水田耕作も行われていた可能性がある。また，湿地の外側で日当たりの

良いやや乾燥した場所には，ヨモギ類やオシダ科，フユノハナワラビ亜属のシダ類が生育する草原が

広がっていた可能性がある。

９   まとめ

　高西遺跡で実施した花粉分析，年代測定の結果から，以下の事柄を推定した。

1)�SD203 は，弥生時代前期から中期の遺構である。

2)�遺跡のベースは，縄文時代晩期の洪水成堆積物で構成されている。

3)�遺跡の東側の凹地が，神戸川の旧流路の一つである可能性が指摘できる。旧流路の時期も含め，

西側の高西地区から揚地区に至る比高差 2mほどの微高地や，神戸川南に位置する新宮川右岸の低地

の存在など，更に検討すべき課題がある。

4)�SD203 流域の古植生を推定した。周辺には湿地から乾燥した草地が広がっており，流域のどこか

では水田耕作も行われていた。丘陵にはアカマツやコナラ類を主要素とする二次林，丘陵の奥や中国

山地にカシ類を主要素とし，モミ，ツガ，コウヤマキなどの温帯針葉樹を混淆する照葉樹林が分布し，

神戸川沿いの低地にはスギが分布していた。
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Hogg,�A.G.,�Hughen,�K.A.,�Kaiser,�K.F.,�Kromer,�B.,�Manning,�S.W.,�Niu,�M.,�Reimer,�R.W.,�Richards,�D.A.,�Scott,�

E.M.,�Southon,� J.R.,� � Staff,�R.A.,�Turney,�C.S.M.,�and�van�der�Plicht,� J.(2013)� IntCal13�and�Marine13�
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第１節　高西遺跡出土の文字資料について

１　刻書土器
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糸切り後に削り調整を行うことから，8世紀前半のものと

考えられる。
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第 41図　刻書須恵器
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２　木簡

　遺物包含層から 3点の木簡が出土している。ここでは 2点の木簡について考えたい。

木簡の釈文は次のとおりである。

　　

　　　　木簡 A　・「＜大田所物」

　　　　　　　　・「＜長嶋　九升　　　　　　　　        (119) × 29 × 6　039

　　　　

　　　　木簡 B　・「＜石田□□〔聲聞ヵ〕」

　　　　　　　　・「＜［　　］」　　　　　　　　　　　190 × 31× 7　032

（１）　木簡の形状と機能　木簡Ａは２層，木簡Ｂは３層から出土した。いずれも遺構に伴うもの
ではなく，周辺から流れ込んだ蓋然性が高い。木簡Ａ・Ｂは位置も層位も異なって出土しているが，

形状や調整が近似しており，同時代の資料と考えられる。

　それぞれの木簡の形状や調整は次の通りである。木簡 Aは，上端および左右両辺を削りで整形し，

下端部にむけて幅が少し狭まる。木簡 Bも，四周を削りで整形し下端部に向けて幅を狭め，上端部

左右に切り込みを入れる。

　木簡 Bは，廃棄時に表面から刃を入れ切り折りしたことを確認でき，現状では 2片に分かれている。

木簡Aも下端は切り折りとなっており，木簡Bと同様に廃棄時にかかる所作が行われたと考えられる。

　木簡Ａ・Ｂともに，上端部左右に切り込みを入れ，下端部が狭まる形状で，荷札として機能したと

みられる。それとともに，廃棄時の切り折りから，荷札としての機能をあえて喪失させた意図が読み

取れる。つまり，荷札として物品に取り付けて送付先に送られた後，その場で廃棄されたのではなく，

帳簿等に荷札の記載内容の転記あるいは校合が行われた上で，意図的に廃棄されたものと考えられる。

したがって木簡が廃棄された場は，荷札が付けられた物品の送付先ではなく，荷札の記載内容を確認

した場とみるべきだろう。当然，両者が同一の場である可能性も否定できないが，木簡Ａ・Ｂの出土

地点の近傍にかかる施設が存在した蓋然性は高いと言える。

（２）　木簡 Aの解釈　木簡Ａ・Ｂは遺物包含層からの出土のため，その年代については判然とし
ない。しかしながら木簡 Aについては，荷札が付けられた物品名と送付先と見られる記載が表裏に

認められる。そこで，木簡 Aの内容から考えてみたい。

　まず，木簡 Aの一面「長嶋　九升」に注目すると，荷札木簡の場合，数量の上には物品名が記さ

れることが通例で，「長嶋」は何らかの物品を示唆すると考えられる。「升」を単位とすることから，

米などの穀物であることが窺える。このような固有名詞とも捉えられる物品名を記した荷札木簡で想

起されるのが，いわゆる「種子札」と称される種籾に付けられた荷札である。現状では，8～ 9世紀

の種子札の報告例が多い。

　そうした観点から注目できるのは，出雲市立図書館蔵「神門郡組下村々産物書出寄帳」（以下，産物
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書出寄帳と略）である。同書は，享保 20（1735）年に幕府が諸藩へ作成を命じた諸国産物帳のうち，

松江藩による『出雲国産物帳』の基礎資料の一つとしたもので，米の品種名などが列記される。その

中で，「長嶋」は晩稲の一つに見えるのである。したがって，少なくとも 18世紀前半には神門郡内

で「長嶋」が栽培されていたと言え，木簡 Aの「長嶋」も晩稲の品種を示唆する蓋然性が高いと考

えられる。なお，9世紀の種子札に見える品種名が近世の農書『清良記』巻七の品種名と一致する例

があるように（平川 1999），近世の品種名でも古代まで遡る可能性がある。

　また，注目されるのは近傍の天神遺跡（第３図参照）でも同種の木簡が出土していることである。

天神遺跡第 7次調査では，石敷道路から 5点の荷札木簡が見つかっている（出雲市教委 1997）。主な

木簡は，次の通りである。

　1 号木簡

　　・北□弐升

　　・□□□よこうへ」　　　　　　　　　　　　　         126 × 30 × 5　032

　4 号木簡

　　・□のみ□内くほ　　　　　

　　・みの三升　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121 × 28 × 4　032

　5 号木簡

　　・三升よけうへ

　　・□□□よけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　126 × 25 × 2　033

　さらに，12 次調査でも石敷状遺構上面の包含層から 2 点の荷札木簡が出土している。1 点は判読

できないが，もう 1 点は次のように釈読される。

　　・□□□物

　　・四升みの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  95 × 20 × 4　033

　この木簡について，岡宏三氏は先掲の「産物書出寄帳」に中稲の品種として「みの」が見えること

から，穂籾用の荷札と推定している（岡 2002）。そのように見ると，第 7次調査 4号木簡も「みの」

の品種を記したものと捉えられよう。また，1号木簡は「北□弐升」と釈読されるが，「産物書出寄帳」

に早稲の品種として「北国」が見えており，木簡の墨痕から判断するに「北国弐升」である蓋然性が

高いと言える。そうすると，「よけ（こ）うへ」も稲の品種を示唆する可能性がある。　

　このように，天神遺跡出土の荷札木簡は高西遺跡出土の当該木簡と内容の上でも類似しており，そ

の関連性が注目される。稲の品種を記した荷札が近接した遺跡で複数出土することは，全国的にも稀

有な事例であろう。

　天神遺跡の荷札木簡はいずれも石敷遺構に関連して出土し，この遺構は一連のものと捉えられてい

る。第 7次調査の際に石敷遺構は近世前期の遺構とされ，木簡も当該期のものとされた（出雲市教委

1997）。しかし第 12次調査では，遺構で 13世紀の土師器皿が出土したため，中世期の遺構とされ

た（出雲市教委 2002）。石敷遺構の年代については改めて検討する必要性を感じるが，少なくとも中

世まで遡る可能性があることは注目される。
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帳簿等に荷札の記載内容の転記あるいは校合が行われた上で，意図的に廃棄されたものと考えられる。

したがって木簡が廃棄された場は，荷札が付けられた物品の送付先ではなく，荷札の記載内容を確認

した場とみるべきだろう。当然，両者が同一の場である可能性も否定できないが，木簡Ａ・Ｂの出土

地点の近傍にかかる施設が存在した蓋然性は高いと言える。

（２）　木簡 Aの解釈　木簡Ａ・Ｂは遺物包含層からの出土のため，その年代については判然とし
ない。しかしながら木簡 Aについては，荷札が付けられた物品名と送付先と見られる記載が表裏に

認められる。そこで，木簡 Aの内容から考えてみたい。

　まず，木簡 Aの一面「長嶋　九升」に注目すると，荷札木簡の場合，数量の上には物品名が記さ

れることが通例で，「長嶋」は何らかの物品を示唆すると考えられる。「升」を単位とすることから，

米などの穀物であることが窺える。このような固有名詞とも捉えられる物品名を記した荷札木簡で想

起されるのが，いわゆる「種子札」と称される種籾に付けられた荷札である。現状では，8～ 9世紀

の種子札の報告例が多い。

　そうした観点から注目できるのは，出雲市立図書館蔵「神門郡組下村々産物書出寄帳」（以下，産物



第 5章　まとめ

46

　高西遺跡の荷札木簡についても，出土した遺物包含層に 12世紀後半～ 13世紀の貿易陶磁器が比

較的多く認められ，年代の上でも天神遺跡のものと近接する可能性がある。

　また，木簡 Aは「長嶋　九升」の裏に「大田所物」とある。出雲西部における「大田」の地名と

しては，12～ 14世紀にかけて見える「大田別宮」「大田郷」がある。その比定地は，出雲市斐川町

阿宮近辺に比定する見解（井上 1991）や，出雲市斐川町千家・北島付近に比定する見解（原 2009）

がある。ここではその比定の議論には触れないが，上記の考古学的な年代観と「大田」の名称の存続

時期とが一致することは注目して良いと考える。

　そこで上記の解釈をふまえて，木簡 Aの機能について考えたい。先述したように，その出土状況

から木簡 Aは，帳簿等に荷札の記載内容の転記あるいは校合が行われた上で，意図的に廃棄された

ものとみられる。そして，木簡が廃棄された場は，送付先ではなく，記載内容を確認した場と考えた。

木簡 Aは「大田」から送られてきた穂籾の荷札か，「大田」へ送るための種籾を分配するための荷札

などの機能を推定できる。そうすると，高西遺跡周辺には「大田」との間で穂籾あるいは種籾を送受

する施設が存在したと考えられる。

　いずれにしても，木簡 Aは天神遺跡出土の荷札木簡とともに，出雲地方の農業史を考える上で重

要な資料と言え，今後の研究に期待したい。

（３）　木簡 Bの解釈　木簡 Bについては，形状や調整，廃棄の処置が類似することから，木簡 A
と同時期のものと推定できる。しかしながら，墨書の残存状況が良くないため，判読できない文字が

多い。

　片面については，「石田」の文字は判読できる。地名である蓋然性が高いが，木簡 Bの出土地点の

近傍にこれと一致する地名は確認できない。木簡 Aの例からすると，近傍ではない可能性もあるだ

ろう。また，「石田」に続いて２字書かれているとみられるが，「聲聞」の可能性を指摘した。「聲聞」

は仏教用語で修行僧を示唆する語であるとともに，中世後期においては唱門（声聞）師といった職業

的芸能集団を意味する。本木簡の「聲聞」は中世前期に属するとみられることから，前者の意と捉え

られるが，木簡の字面の意味としては判然としない。ただし，木簡 Aと同様の形状をすることから

して，稲などの品種名を記した可能性もある。

参考文献

出雲市教育委員会 1997『天神遺跡第 7次発掘調査報告書』

出雲市教育委員会 2002『天神遺跡（第 12次発掘調査）』

井上寛司 1991「簸川平野の開発と大社祭神の転換」『大社町史　通史編上』第三章

岡宏三 2002「天神遺跡第 12次調査出土墨書木札の釈文について」『天神遺跡（第 12次発掘調査）』

原慶三 2009「塩冶の中世」『出雲塩冶誌』　出雲塩冶誌刊行委員会

平川南 1999「新発見の「種子札」と古代の稲作」『国史学』169　�国史学会

髙橋周 2018「島根・高西遺跡」『木簡研究』第 40号　木簡学会
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第２節　調査の成果

　高西遺跡第２次発掘調査において，遺構は調査区を南北に縦断する 2条の溝と土坑１基を，遺物は，

弥生土器，石器，土師器，須恵器，貿易陶磁器，種子札などを発見した。

　主な遺構・遺物について以下にまとめる。

　溝 SD202 は，基本層序第 4層を掘り込み，溝底面の標高は，ほぼ一定であるため，流れる方向は

不明である。溝は，直線的であるが，3区で西にややカーブするため，調査地の西側にある自然堤防

の縁辺部を囲むように掘ったと考えられる。遺物は，弥生時代前期から８世紀前半の土器等が出土し

ている。また，溝の上部には，多数の足跡が砂に埋もれた状態で検出した。これらの遺構の時期は，

溝が第 4層を掘り込んでいることから，8世紀前半以降と考えられるが，第 4層の上部が後世に削

平されているため，廃絶時期は不明である。足跡については，第 4層が削平された後に，溝跡の地

盤が軟弱であったため残存したと考えられるが，時期は特定できない。

　溝 SD203 は，縄文時代に堆積した地山（基盤層）をほぼ垂直に掘り込み，方形の断面である。埋土

からは弥生時代前期から終末期の土器，弥生時代前期頃の石鍬を確認している。溝の埋没期は弥生時

代終末期頃と推測する。自然科学分析の年代測定も，弥生前期から中期の値を得ており，矛盾はない。

埋没後に第４層が堆積する。

　今回の調査では，弥生時代前期から近代までの遺物が出土し，この地域での人間の活動が，弥生時

代前期頃から始まることがわかった。また，奈良時代の軒丸瓦や須恵器の蓋を利用した硯が出土した

ことから，神門寺境内廃寺の関連施設が付近にあった可能性がある。

　さらに，第５章第１節で取り上げた文字資料については，この地域の歴史を語るうえで貴重な発見

であった。3層から出土した刻書土器は，８世紀前半の須恵器の内側に「仁」の刻書があり，この文

字は県内初例となる。語義は判然としないが，この遺物も寺院との関連が想定できる。また，2層か

ら出土した中世のものと考えられる種子札には，地名「大田」と共に稲の品種名「長嶋」が書かれて

いる。稲の具体的な品種名が明らかになったことは重要である。３層からは，中世の貿易陶磁器も出

土していることから，調査地周辺には館などがあり，種籾の管理を行ったと想定できる。

3 層

5 層

4 層SD202

SD203
8 世紀前半～

弥生時代終末期～

削平面

1 層

2 層

足跡

～  近現代

～ 19 世紀

～  8 世紀前半

～  縄文時代

　耕作土　

第 43図　遺構関係図

　以上のように，高西遺跡の発

掘調査から多くの成果が得られ

た。出雲地方の古代や中世の様

相を明らかにする上での一助に

なることを期待する。
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　高西遺跡の荷札木簡についても，出土した遺物包含層に 12世紀後半～ 13世紀の貿易陶磁器が比

較的多く認められ，年代の上でも天神遺跡のものと近接する可能性がある。

　また，木簡 Aは「長嶋　九升」の裏に「大田所物」とある。出雲西部における「大田」の地名と

しては，12～ 14世紀にかけて見える「大田別宮」「大田郷」がある。その比定地は，出雲市斐川町

阿宮近辺に比定する見解（井上 1991）や，出雲市斐川町千家・北島付近に比定する見解（原 2009）

がある。ここではその比定の議論には触れないが，上記の考古学的な年代観と「大田」の名称の存続

時期とが一致することは注目して良いと考える。

　そこで上記の解釈をふまえて，木簡 Aの機能について考えたい。先述したように，その出土状況

から木簡 Aは，帳簿等に荷札の記載内容の転記あるいは校合が行われた上で，意図的に廃棄された

ものとみられる。そして，木簡が廃棄された場は，送付先ではなく，記載内容を確認した場と考えた。

木簡 Aは「大田」から送られてきた穂籾の荷札か，「大田」へ送るための種籾を分配するための荷札

などの機能を推定できる。そうすると，高西遺跡周辺には「大田」との間で穂籾あるいは種籾を送受

する施設が存在したと考えられる。

　いずれにしても，木簡 Aは天神遺跡出土の荷札木簡とともに，出雲地方の農業史を考える上で重

要な資料と言え，今後の研究に期待したい。

（３）　木簡 Bの解釈　木簡 Bについては，形状や調整，廃棄の処置が類似することから，木簡 A
と同時期のものと推定できる。しかしながら，墨書の残存状況が良くないため，判読できない文字が

多い。

　片面については，「石田」の文字は判読できる。地名である蓋然性が高いが，木簡 Bの出土地点の

近傍にこれと一致する地名は確認できない。木簡 Aの例からすると，近傍ではない可能性もあるだ

ろう。また，「石田」に続いて２字書かれているとみられるが，「聲聞」の可能性を指摘した。「聲聞」

は仏教用語で修行僧を示唆する語であるとともに，中世後期においては唱門（声聞）師といった職業

的芸能集団を意味する。本木簡の「聲聞」は中世前期に属するとみられることから，前者の意と捉え

られるが，木簡の字面の意味としては判然としない。ただし，木簡 Aと同様の形状をすることから

して，稲などの品種名を記した可能性もある。

参考文献

出雲市教育委員会 1997『天神遺跡第 7次発掘調査報告書』

出雲市教育委員会 2002『天神遺跡（第 12次発掘調査）』

井上寛司 1991「簸川平野の開発と大社祭神の転換」『大社町史　通史編上』第三章

岡宏三 2002「天神遺跡第 12次調査出土墨書木札の釈文について」『天神遺跡（第 12次発掘調査）』

原慶三 2009「塩冶の中世」『出雲塩冶誌』　出雲塩冶誌刊行委員会

平川南 1999「新発見の「種子札」と古代の稲作」『国史学』169　�国史学会

髙橋周 2018「島根・高西遺跡」『木簡研究』第 40号　木簡学会
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図版 1

１　調査区全景（南から）

２　調査前状況（北から）



図版 2

１　完掘状況（上が北）

５　土坑 SK211 検出状況（北から）

２　3 区 c-c' 断面検出状況（北から）

３　2 区 b-b' 断面検出状況（北から）

４　1 区 a-a' 断面検出状況（北から）

６　土坑 SK211 完掘状況（北から）



図版 3

１　溝 SD201　検出状況（東から） ２　溝 SD201　完掘状況（東から）

３　溝 SD202　検出状況（北から） ４　溝 SD202　完掘状況（北から）

図版 2

１　完掘状況（上が北）

５　土坑 SK211 検出状況（北から）

２　3 区 c-c' 断面検出状況（北から）

３　2 区 b-b' 断面検出状況（北から）

４　1 区 a-a' 断面検出状況（北から）

６　土坑 SK211 完掘状況（北から）



図版 4

１　溝 SD202 　2 区足跡検出状況（北から） ２　溝 SD202 　2 区足跡完掘状況（北から）

３　溝 SD202 　足跡完掘状況（北から） ４　溝 SD202 　3 区足跡調査状況（北から）



図版 5

１　溝 SD203　検出状況（北から） ２　溝 SD203　完掘状況（北から）

３　溝 SD203 　2 区土器出土状況（北から） ４　2-3 区間　深掘り調査状況（南から）

図版 4

１　溝 SD202 　2 区足跡検出状況（北から） ２　溝 SD202 　2 区足跡完掘状況（北から）

３　溝 SD202 　足跡完掘状況（北から） ４　溝 SD202 　3 区足跡調査状況（北から）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高西遺跡 散布地 弥生時代～近世
土坑
溝

弥生土器
土師器
須恵器
陶磁器
石器
瓦
木製品
古銭

弥生時代の
溝と奈良時
代の刻書土
器，中世の
種子札，荷

札木簡が　
出土。

要約

　出雲都市計画道路事業［医大前新町線（４工区）］に伴い，出雲市塩冶町の高西遺跡
の第２次発掘調査を実施した。
　調査において発見した遺構は，土坑１所と溝３条である。土坑の性格は不明である。
溝は，近代の溝 SD201 が１区中央を東西方向に，弥生時代終末期から古墳時代後期
の溝 SD202・SD203 は重複して調査区中央を南北方向に確認した。
　遺物は，弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器・石器・瓦・木製品・古銭が出土した。
文字資料として刻書土器，木簡が出土している。出土地点の南に奈良時代の神門寺境
内廃寺が所在することから，刻書土器は寺院施設との関連が考えられる。木簡は形状
や内容から，中世の種子札と考えられる。
　出土遺物から，寺院や役所施設などとの関連が想定できる。
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